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・れは，汗と涙と苦しみという炎の瞬 ド

華う輝ける宝石を練り上げる。

主の真理がこの 「Ｅヨの出する国」にもたらされてから，

８０年の歳月が流れた。この１世紀になんなんとする苦闘の

歴史の中で，回復された真理という原石は今や永遠の輝き

を放つに至っている。

この記念すべき実りの時…容せ隠 伝道開始８０周年特集 艦

号を皆様にお届けしたい。「故きを温ねて新しきを知る」．擁

の言葉にあるように，先人が受けてきた精練の炎から㍗．
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呂 冨 一

初代伝道部 長（後第 ７代大管長 ）

ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト

麓
い と高きにまします神鯉 徒として・また髄 者として・私は
皆さんに御挨拶を申し上げ，私たちの持っている大切なメッ

セージを深く考察されるようにおすすめします。……

私たちは皆さんが私たちと同じ父なる神の子供であることを知っ

ております。……私たちの使命は義務のひとつであって，私たち

は，神のみ言葉とみこころとを世に広めるよう，神に命 じられて

いるのです。

神の尊い権能により，私たちは今，日本の人たちのために鍵を使

って神の王国の扉を開きます。……私たちは金で買うことのでき

ない祝福を皆さんに差 し上げます。これは人間の祝福ではなく，

また人間の力によって与えられる祝福でもありません。

光明と真理のもとにおいでなさい。そうすれば，必す皆さんの心

は平和と愛と喜びとに満ちあふれるでありましよう。

（１９０１年９月日本の伝道にあたって）



大管長

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

Ｙ

勢
挺

現 征 世界細 こはたくさんの日本入が
住んでいます。

日本の方々はそれぞれの国の言葉を覚え

て伝道することができるのです。もちろん

日本における伝道は日本入の手で行なうべ

きだと思います。

この国に住む ／億１０ＱＯ万の人々に福音を

説くことは皆様の責任です。次いで皆様は，

海を越えて大陸へ渡り，何億もの中国人に

福音を伝えることになります。

もし日本の聖徒たちが，日本国内で現在

伝道に携わっている ＬＯＯＯ入の宣教師をま

かなえるとしたら，やがて ／万人の宣教師

が中国本土へ行くこともできるでしょう。

（１９７５年８月日本地域大会にて）



◇ 大 管長 会 メ ッ セ ー ジ◇

伝道８０周年を祝して

副管長

ゴ．一ドン ・Ｂ・ヒンク レー

日 本の地に回復された瀦 が伝えられて８０周年言己念の年を迎える
ことは私 の心か らの喜びです。

この伝道の歴史は，献身 と信仰，予言の織 りなすひ とつの物語 と

言えましょう。 ヒーバー ・Ｊ ・グラン ト長老 とその一行が到着 した

１９０１年，彼 らの前途には発展への明かるいきざしは見えませ んで し

た。しかしグラン ト長老はひ とりの使徒 として，予言のみたまを通

して次のように予言したのです。

「教会はこの良 き地において，必ずや 力強 く成長す る時が来 るで

あろう。」 ・

私は今 日の 日本の聖徒 たちと親 しく交わ りなが ら，主の力ある，

素晴らしい奇跡の業を目のあた りにしています。 これは とりもなお

さず，．主が祈 りに応え，８０年前のその予言を成就するため，御 自身

の目的を果たしてこられたか らなのです。

私は， グラン ト長老が 日本国中に立派 な成長 を遂 げた伝道部 と

力強いステー キ部が組織されている様子 を見て，会心の笑み を浮か

べ てお られるだろうと確信 しています。

この業 を成就す るために力 を尽 くし，犠牲 を捧げ られたすべての

方々に心 より賞賛の言葉 をお送 りいたします。また，主の業の上に，

そ して 日本の人々 と国家の上に，絶えず主の祝福があ ります よう心

よりお祈 りいたします。

６



この記念すべき時に

日本・韓国地域代表役員

菊 地 良 彦

１ｇ ｏ１年 ８月１３日・ ヒーバー ・Ｊ ・グラン ト長老は日本人に宛てた

メ ッセージの中でこう言われました。「……神の尊い権能 により，

私たちは今， 日本の人た’ちのために鍵 を使って神 の王国の扉 を開き

ます。……そして，皆 さんに申し上げ ます。光明 と真理の もとにお

いでな さい……。」（ｒ偉大な発展の国， 日本へ の言葉』 鰯 １１飾痂α１

Ｓ孟αγ「ミレニアル ・ス ター」１９０１年 ９月２６日付，ｐｐ．６２５－２７）

神の使徒の言葉 を読み，今 日本伝道８０周年記念 日を迎えるにあた

り，私の全身は喜びでいっぱいです。それ と同時に，多 くの先入（伝

道部長や宣教師の皆様）のたどった並 々ならぬ精進 と御苦労を思 う

時，胸に熱いものが込み上げてきます。先人が開拓 して下 さった 「遺

産」 を， この 「め ぐり会 えた光の道」 を， 日本の聖徒全員が一丸 と

なって喜んで伝えようではあ りませんか。この 「光の朝」のお とず

れこそ， 日本 を， そして世界 を救 う道 なのです。

「頭 の先 だけの信仰」
， 「口の先 だけの信仰」 では， この偉大な

「神の世界」の一大事業を完成させ ることはで きません
。あ くまで

も， 日常の 「清めある行い」の修業，すなわち，「主 が教 え られた

道 を清 く歩み，一人一人が他の人 を導 くとい う生活」 をする時に，

この大和の地に神の世界が実現 されるに違 いあ りません。

イエス ・キリス トのみ名によってお祈 りします。アーメン。

７



一 し～ ～ ㈹Ｌ～ 献融

１９０１年９月，日本に伝道の第一歩がしるされて今

年で８０年を迎えた。誠に記念すべきことてある。

私たちは今，過ぎし８０年の月日に思いをはせなか

ら，その歴史が語りかけるいくつかの事実に目を

留めてみたい。

～
８



一 献一 し～ 一 騨 吻

８０年の歴史の中でまず特筆しなければな
らないのは最初にア メリカより来日し

た ４人の宣教師 （グラン ト，ケルチ，エ ン

サ イン，テイラーの各長老 ）たちにつ いて

であろ う。新生の地， 日本に “真理の種”

を携えてきて福音の道 を切 り開いたその業

績はあま りにも偉：大である。

当時の様子や彼 らの思い．を伝 える記録の

数々を見てみ ると興味深い ものがある。こ

こでその一部 を紹介 しよう。

４人の うちのひとり， ヒーバー ・４ ・グ

ラン ト長老がその手記の中で語 った 日本に

ついての印象である。

「岸壁には何百 もの人力車が
，獲物 をねら

うハゲ タカのよ うに待 ち構 えていた。……

４人の宣教師は，奇妙な衣服を身にまとっ

た，小 さな，浅黒い顔の 日本人の中に進み

出た。……こうして彼 らは，人種，言語，

習慣 ，服装，住 まい，町並み，すべてアメ

リカ とは まるで違 う別世 界の中に放 り込 ま

れたのである。」

また， 日本の地 を奉献す るため捧げられ

た グラン ト長老の祈 りについて同僚のテイ

ラー長老はこう回想している。

「彼 （グラン ト長老）の舌 はゆるまり
，

御霊が力強 く彼の上 にとどまり， 神の御使

いたちが，私 たちのそば近 くを囲んでいる

のが感 じられた。彼の くちびるからあふれ

出る言葉は，私たちの関節 と骨の髄 を貫 き

透 し，私 たちの胸は内に熱 く燃えた。私は

かつてこの ように力ある，安 らかで しか も

力強 い祈 りを経験 したことはなかった。私

たちは喜びのあまり，幼 な子のよ うに泣い

た。」

＊ ＊ ＊

８０年の歴史を眺めてみる時，そこに教会

の発展のために尽 くした数 多くの人々が見

いだされる。勧告や励 ましを与 えて くれた

大管長会 をは じめ とす る教会幹部や指導者，

伝道の業に献身的に働いた伝道部長や宣教

師，そしていつ も変わ らぬ信仰 をもって自

らを捧げた聖徒たちな ど，その人々は数 え

切 れない。 この８０年の歴史 を支 えてきたも

＊ ＊ ＊ ＊

のは、そうした人々の愛 と犠牲による力 と

言えよう。

また，過去の歴史的事実か ら日本の地が

主 より祝福 されていることを感 じないでは

いられない。２４年ぶ りの伝道の再開，発展

す る中にあって幾度 とな く実現 した教会幹

部の訪 日， １９７５年 と１９８０年の ２度にわたる

地域大会，そ して東京神殿の完成な ど，そ

画一 酬 一
９



卵騨一 ～

の祝福 された出来事は数 えあげれば際限が

ない。 日本の聖徒 たちはそれ らの祝福 に浴

する度に，信仰 を燃や し，証を強 くしてい

ったのである。

今や ，日本の末 日聖徒 の家族の中には ２

代目， ３代 目を迎えている人たちもいる。

聖餐会 で涙なが らに次の ような証 を述べた

母親がいた。

「私 は自分の子供が
，また孫が末 日聖徒

として立派に成長 している姿 を見ることが

でき，何 よりもうれしいです。これは私 に

とって最高の祝福 です。神様 に心か ら感謝

しています。」

この言葉に こそ， 日本の教会歴史を象徴

す る証 が込め られているのではないだろう

か。

＊ ＊ ＊

現在，伝道の業はますますその歩み を速

めて， 日本各地 に広め られている。 しか し，

その業においてはいまだアメリカ人宣教師

に負 うところが大 きい。かつてキンボール

大管長が言われた次の言葉 を私 たちは思い

起こす必要があろう。

「……日本には １億以上 の人々が住んで

います。そのことを考 えると当然ながら，

その伝道は 日本人の手で行 な うべ きだ と思

います。 日本に住む人々に福音 を説 くこと

は日本人の責任です。」

私たち 日本の聖徒は，今 こそ自分 たちの

力で伝道す ることを考えなければならない。

主もそうす るこ とを期待 しておられる。求

められるのは伝道の業ばか りではない。指

導力という面においても，私たちは多 くの

ことを期待 されてい る。

＊ ＊ ＊ ＊

最近の世 界的な傾向 として，ステーキ部

や ワー ド部の著 しい増加があげ られ る。指

導者の育成がそれに追いつかないほどであ

る。 日本でもこの ８月，全国各地で指導者

訓練プログラムが実施 されたが，指導者 の

訓練は今後 も大きな課題 として残 され るで

あろ う。

日本の教会は今，このよ うな意味で新 し

い時代 を迎 えようとしている。 日本 ・韓国

地域代表役員の菊地良彦長老 も今年の春，

日本の指導者 に発想の転換を唱えられた。

今年はそれ を実行 に移す良い機会 ではない

だろうか。

日本伝道８０周年の１９８１年一 単 に歴史の

節 目を迎 えただけではない。 それは 日本の

教会が さらに飛躍 を期すための新 たなステ

ップの年 と言えよう。

１０
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伝 道 の 開 拓 時 代
（１９０１－ １９２４）

日本伝道の黎明

１ｇ ｏ１年 ２月１４日・ ソル トレー ク神殿にお

ける十二使徒定貝会集会の席上，大管

長会の ジョージ・Ｑ・キャノン副管長によっ

て， 日本に伝道部を開設する とい う発表が

なされた。そ して十二使徒定員会会員であ

ったヒーバー ・Ｊ ・グラン ト長老が，日本

におけ る最初の伝道部 を管理す る責任 を受

け，他に ３人の忠実 な聖徒が彼に同行する

よう選ばれた。

グラン ト長老は当時４４歳であったが， そ

れまで伝道の経験は全 くなかった。彼に随

行す るよ う召されたのは，西部諸州で ３年

間の伝道生活を終えたばか りのホー レス ・

Ｓ ・エンサ イン，アメリカ，イギ リス， ド

イツで１０年間福音 を教える経験 を持ったル

イス ・Ａ ・ケルチ， それに後に日本で１９歳

の誕生 日を迎えるアルマ ・０ ・テイラー の

各長老である。

出発に先立つ １週間前， ソル トレー ク ・

シテ ィーの歴史的建物， ビーハイブ ・ハウ

スにおいて，彼らのために壮行会が催され

た。その席上， ロレンゾ ・スノー大管長は

日本での伝道活動について彼 らに次のよう

な訓話 を垂れている。
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「ノアは １２０年 もの間
，人々に福 音 を説

き続けた偉大な人であった。彼はその務め

を完 うしたが人々が，彼を拒んだためそれ

は失敗に終わった。 しかしなが らノアは務

め を果たすことによって，彼自身に昇栄 と

栄光 をもた らしたのである。

近 日， 日本に出発 しようとする諸兄， ４
はらから

人の同胞に対 して主はその業が成功するで

あろうとい う啓示は与 えられていない。 し

か し，主は “日本へ行 くこ と”が義務 であ

ると示されたのである。結果について心配

する必要はない。ただ，主のみたまの示 し

たもうことに注意深 くあって， 自分 自身の

知恵によらず，神の知恵によって管理する

ように……。」（日本東京伝道部 「月刊ニュ

ース」１９７７年 ９月２０日）

最初の宣教師たち

４ 人 の 一 行 は ， ソ ル トレー ク ・シ テ ィー

よ り汽 車 に よ る ２ 日 間 の旅 を し， ７月 ２６日

オ レ ゴ ン州 ポ ー トラ ン ドに 到 着 した 。 そ こ

で数 日伝 道 を し た 後 ， ７月 ３０日午 後 ５時 ３０

分 ， ブ リテ ィッ シュ ・コ ロ ン ビ ア 州 バ ン クー

バ ー よ り『エ ン プ レ ス ・オ ブ ・イ ンデ ィ ア 』号

に 乗 船 し， 日本 に 向 か っ た 。

エンプレス・オブ・インディア号

４人は当初，船酔いで苦 しんだが， その

後は順調に船旅 を楽 しんできた。彼らはデ

ッキに出て運動 をした り，聖典の勉強など

をした りした。当時，教会には日本語に通
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じた者はひ とりもな く， しか もそれ を学ぶ

英語の教材 もなかった。したがって彼らは

日本に着いたら，言葉に対．して神の助けが

あるよう祈 るばか りだったという。

こっして船旅 を

続けた彼 らは， ８

月１２日朝１０時，無

事 に目的地の横浜

港に着いた。そ し

て検疫 をす ませ た

後，最初の宿舎で

ある横浜の グラン

ドホテルに向かう

のである。到着す

るなり， まず４人

を悩 ませたのが言

語，習慣，文化な ．

どの違 いであった。 人力車に乗るグラント長老

当然の こととは言 え， その悩みは並大抵の

ことではなかったであろう。

伝道の第一歩

彼 らは後に， 自分たちの到着がすでに日

本に知 らされていたことを知 った。さらに

ジ ョセブ ・ス ミスが経験 したように他のキ

リス ト教関係者が彼 らを喜んで受け入れて

いないことも知 った。

キ リス ト教指導者は団結して，新聞社に

当教会の中傷記事 を投稿 した り， 日本で布

教．させないよう政府に嘆願書 を提出した り

していた。 また，ホテルや食堂な どに宣教

師を入れないよう警告もしていた。

到着の４日後，彼 らは月３５ドルの借家 （５

部屋つ き）を見つけることができた。そし

て ８月２５日，最初の求道者がこの家で教え 、

を受けることになったのである。求道者は



広井氏 といい，高 い教育 を受け，英語 に精

通 した人であった。彼 は終生，教会の良 き

友，福音の擁護者 となった。

先に も宣べ たよ うに， 日本 での伝道は一

部 の者に反対 されたり，新聞に事実無根の

記事が掲載された りしたため，政府 も容易

に許可 しなか った。そこで彼らは意 を決 し

て 日本の地 を奉献す るため祈濤会 を催す こ

．とにした。断食日曜 日にあたる９月 １日の

朝，彼 らは家を出て，２０分ほど歩いたとこ

ろの森にやって来た。横浜市の南部，外国

人住宅の立ち並ぶ一帯 と入江 との間にはさ

まれた丘の上のひっそ りとした場所である。

ここで彼 らは讃美歌

『感謝 を神に捧げん』

を歌って会を始め，各

各が順番に祈った。次

に讃美歌 『恐れず，来

たれ聖徒１ を歌い，続

いてグラン ト長老が力

強い奉献の祈 りを捧げ

た。その後， グラン ト

長老は，かつてオ リブ

人が最初 のバプテス

マ を受けた。宣教師

たちの働 きに よるそ

の改宗者は神道の神

主であった中沢氏 と，

宣教師の通訳 を務め

ていた広井氏であっ

た。

グ ラ ン ト長 老 は

１９０２年 ４月，総大会

の ため に一時帰国し

ていたが，

｝灘麟黙ｉ難…鎗

最初の改宗者。

中沢氏（後列右からふた

り目）と広井氏（前列右）

７月１７日，夫人 と令嬢，お よび

エンサイン夫人 らを伴 って 日本に戻ってき

森に入 る ４人の宣教師

山でパレスチナの地 を奉献 した際，使徒 オ

ルソン ・ハイ ド長老によって捧げられた祈

疇文 を読み上げた。最後に ４人は証 を述べ

合 い，讃美歌 と祈 りをもってその会 を閉 じ

た。こうして日本の地 は，神に捧 げられた

聖 なる地 となったのである。

苦闘を物語る伝道の業

１０月２０日，伝道 の中心は横浜から東京に

移され，四谷霞岡町に伝道本部 を設置する

ことになった。以来，彼らの献身的な伝道

の業が始 まる。

半年後の１９０２年 ４月 ８日，ふた りの 日本

１９０３年 ４月２２日，．

日本各地に支部 を開設す るため東京を発っ

た。フェザース トー ン長老夫妻とヘ ッジス

長老は千葉へ， ジャー ビス長老 とス トーカ

ー長老は直江津へ
， そしてエンサイン長老

とケイン長老は長野へ行 くよう責任 を与え

られた。伝道の難 しさは今 も変わ らないが，

ケイン長老の伝える長野の町の様子はそれ

を如実に物語っている。

「人口 ４万ほどのこの町の人々は，仏教に

篤 く，話 しかけるのが なかなか難 しい土地

柄である。」（日本東京伝道部 「月刊二立一

ス」１９７８年 １月２０戸）

た。その一行の中に

はフェザー ス トーン

長老夫妻， ジャービ

ス，ス トーカー，ヘ

ッジス，ケインの各

長老 も含まれている。

彼らは翌年解任 され

るケルチ長老 らに替

わってその務めを果

たすことになっていた。

これ らの長 老たちは
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グラン ト長老，解任 さる

使徒であ り初代の 日本伝道部長であった

ヒーバー ・Ｊ ・グラン ト長老は，偉大な信

仰 と深い霊性 とを具 えた人であった。後に

大管長 となったことでもそれは伺い知れる。

彼は主のあらゆる戒めに完全に従っていた。

そのへ りくだった精神 と強い証 は，東京か

らユ タの一友人にあてた手紙の中によ く表

われている。

「……私 たちには誘 惑に近 づ く権 利はあ

りません。事実 また，正直に主の祝福 を求

められないようなこ とを行なったり， 口に

したりする権利 もあ りません。 また恥ずか

しくて妹や恋 人を連れて行けないよ うな場

所に行 く権利 もあ りません。良 きみたまは

悪魔のいる場所にはけっして行 こうとは し

ないものです。……」（日本東京伝道部 「月

刊ニュース」１９７８年 １月２０日）

１９０３年 ８月２３日（日）， グラン ト長老は大

管長会か ら一通の電報 を受け取 った。彼を

日本での伝道か ら解任す るという内容であ

った。

９月６日（日），東京での断食集会でエ ン

サイン長老が ２代 目の伝道部長 として召さ

れた。そして２日後， グラン ト長老 とその

家族は横浜港 より帰国の途 に就 いた。グラ

ン ト長老は 日本に ２年余 りいたが， 日本語

や 日本人について理解するまでにはいたら

なか ったとい う。だが，彼はいつの 日か，

日本に も偉大なみ業が始 まることを確信 し

つつ， 日本 を去 った。

テイラー長老 とモルモン経 日本語訳

教会への迫害や

攻撃はその後も続

いたが，それにか

かわ りな く，東京

をは じめ，千葉，

長野，直江津，仙

台，甲府，盛岡，

札幌へ と福音伝道

の業は拡げ られて

いった。そして１９０３

当時，教会 に集 っていた 日本 の

人々 と宣教師 たち

年には初めての一般集会が持たれるまでに

な り，やがてモルモ ン経 を日本語に翻訳 し

ようという動 きも出てきた。そ うしてその

話が決定 したのは１９０４年 １月１１日に開かれ

た宣教師大会の席上である。

初め各宣教師はそれぞれ，任意の章 を翻

訳 し，最後にそれ らを持ち寄って編集 しよ

うとした。 しか し半年後， この方法はスム

ーズに進 まないことがわか って
，テイラー

長老がひ とりでこの業 を引き受

けることになった。翻訳の事業

は初め，訳文 をローマ字に し，

次いでこれ を邦字に直す とい う

二段の方法 をとった。

１９０５年 ７月 ４日，テイラー長

老が伝道部長 に任命 され，それ

に伴 ってケイン長老が助手 とな

▲日本の食事を味わうグラント長老 （左） り，翻訳の業 を手伝 うことにな

くありし日のグラント長老 （右） った。最初の翻訳は ２年足らず
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で完了したが，次に改訂 を施すのに １年半

も要 した。そうす るうちに原稿が汚れ，見苦

し くなったため， ふた りの 日本 人がこれを

清書 し， テイラー長老 とケイン長老がその

原稿 を校正す ることに した。それ まで訳文

は 口語体 で書かれていたが， 日本人は文語

体 を採用するよう強 く主張 していた。

テイラー長老は当時， 自分 の口語体の訳

文 を優れた文章に練 り上 げることのできる

日本人は数人 しかいないことを知 り，文語

体 にする方がはるかに容易であるこ とを悟

って文語体 を採用す ることに決めたのであ

る。

この文語体訳文 の批評 には何人かの 日本

人が関わるが，テイラー長老は最：終的に著

・名な坪内遣遥 と夏 目漱石の両氏に依頼 した
。

テイ ラー長老 訳のモル モン経

業 したばか りの文学青年，

介 して くれた。テイラー長老は生 田氏が有

能 な人物であ ることを知って，彼にその仕

事 を依頼することに した。

生田氏は１９０８年 ８月 １日，訳文 を文語体

に直：す仕事に とりかか り，１９０９年 １月３１日

それを完了した。 このように して翻訳の事

業 を終 え，いよい よ印刷 に付され ることに

なった。テイラー， ケインの両長老は校正

に心血 を注いだ。一応 ４校 まで，校正 をし

たが，部分的に６，７校 を重ね るほ どの大仕

事であった。そして１９０９年 ７月３０日に最終

校正 を終えたモルモン経は１０月１０日，とう

とう完成をみたのである。

ところが彼ら

はそのような

時間がない と

いう理由で断

わった。 しか

し夏 目漱石は

東京大学を卒

生田広春氏を紹

アルマ ・０ ・デイラー長老 はほぼ ９年 間

にわたって 日本に留 まり，その間，おもに

モルモン経の翻訳 と出版 に力を尽 くした。

その業績は高 く評価 され， 日本の教会歴史

にいつまで も語 り継がれてい くものである。

教会との出会いを経験する忠実な聖徒

１９０９年秋，伝道本部は四谷霞岡町か ら牛

込区薬王寺町へ移 された。当時， 日本で伝

道に専念 していたのは先に も紹介したケイ

ン長老ら，１０人ばか りの宣教師であった。

彼 らを通 して教会 との出会いを経験する 日

本人がこの頃か ら少 しずつ見られ るように

なってきた。その中には， 日本の教会発展

のために尽 くした高木富五郎兄弟，彼の実

兄，高橋仁吉兄弟，そ して熊谷たまの姉妹

らがいる。彼 らは今は亡 き人たちである。

高木富五郎兄弟の話によると，当時の日

曜学校は会員 と求道者合わせて も１０人とい

う小さな集会で， いつ も宣教師による教会

略史の勉強だ った とい う。 Ｍ．１．Ａ．（相互発

達協会 〉も伝道部長や宣教師の説教が中心

であとは合唱 とかゲームなどの楽 しい集い

だった。小 さいなが らも春秋の年 ２回，伝

道本部で大会が催 されていた。札幌，盛岡，

甲府か ら宣教師が皆集 まって敬慶な集会 を

持 った。そのような場で語 られるテイラー

伝道部長 の話は実に権威ある素晴 らしいも

のだった。彼の 日本語は立派で漢文調だっ

た。宗教的で威厳のある，その確信に満ち

た口調に人々は深 く心 を打たれた とい う。

しか しなが ら， 日本で伝道が開始されて８

年 目， しか も伝道に対 して迫害のあった時

代 でもあ り，宣教師たちの苦労は並大抵の

ものではなかった。，教会へ集った 日本人た

ち も本格的に福音 を会得 しようとす る人が
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」

少なかったようである。

当時， 日本語に翻訳されていたものは，

ス トーカー長老訳の 「末 日聖徒イエ ス ・キ

リス ト教会略史」 とテイラー長老訳の 「モ

ルモン経」」「信 証講義 」の ３冊，その他に

パ ンフレッ ト数冊 と讃美歌が部分的に翻訳

出版されているにす ぎなかった。

現在，東京神殿宣教師，および祝福師 を

務める奈良富士哉兄弟が教会 を知 るのはそ

の ような時で，１９１１年の ことである。当時

の伝道部長はエルバー ト・Ｄ ・トーマス長

老。彼は温厚な学者タイプで その説教には

人を魅 きつけ るものがあったという。 また，

大の 日本びいきで日本で生まれた長女には

「千代子」 と命名するほ どであった
。

そ して ５代 目の伝道部長にはＨ ・グラン

ト ・アイビンス長老が召 された。彼は年若

く， 日本語が非常に上手で，仏教に も興味

を示す人であった。高木富五郎兄弟 とはｆ∠、

教の研究で時々議論 に花 を咲かせたことも

伝道部開設の陰に
「当 教会の幹部は・儲 が遠からず有禾ｌｌに

宣 べ 伝 え られ るべ き国 と して， 日本 に

関 し最 近 少 々心 を動 か され た り… … 」

これ は １８９５年 「コ ン トｌｌビ ュー ター 」 誌 に

掲 載 され た論 説 だ が ， そ の後 に続 け て 当 時 の

日本 にお け る 文明 の 進 歩 を と りわ け 高 く評 価

し， 今 後 も慢 心 に お ぼ れ る こ とが ない な ら，

こ の東 洋 の 国民 の 急 速 な進 歩発 展 を妨 げ る も

の は何 もな いだ ろ う と まで 言 い切 って い る。

１９０１年 ４月 ６ 日発 行 「デ ゼ レ ト ・イブ ニ ン

グ ・ニ ュ ー ス」 紙 に お い て， ロ レ ン ゾ ・ス ノ

ー 大 管長 は
， 日本 の政 府 高 官 の 一 行 が ソル ト

レー ク ・シ テ ィー を訪 れ た時 の こ と を次 の よ

うに述べ て い る。 「この 一行 はユ タ州 お よ び

ユ タ州 が モ ルモ ン教徒 に よ って 植 民 開 発 され

た方 法 に 多大 の 関心 を寄 せ た。 … … また 一行

は， わ れわ れが これ まで 日本 に 宣教 師 を派 遣

して い な い こ とに 著 しい驚 きの 言 葉 を発 した。

この こ とは 日本 国 民 が進 歩 向上 す る国 民 で あ

る とい う知 識 と共 に ，今 に至 る まで 私 の心 に

残 って い る とこ ろで あ る。」

この 高官 の 一 行 というのは，実 は１８７１年 （明

冶 ４年 ） に ア メ リカに渡 っ た岩 倉 使 節 団 を指

して い る。 その 中 に 伊 藤博 文 が 同 行 して い た。

「伊 藤 博 文 氏 は ， モ ル モ ンに 深 い 関心 を示

し， モ ル モ ンの 歴 史 の話 をす る と非 常 な 注意

を もっ て それ を聞 い た 。 氏 は海 綿 が 水 を吸 う

如 く知 識 を吸 収 す る興 味 あ る性 格 の．人物 で あ

った 。」これ は ，知 己 とな っ たア ン ガス ・Ｑ ・

カ ノ ン氏 の言 葉 で あ る。 そ の後 ， １９０１年 に 日

本 に お りた っ た グ ラ ン ト長 老 らの 一行 を， 氏

は 個 人 的 に大 変歓 迎 した と言 う。 ．．

そ れ ま で教 会 は ， 伝 道 活動 を キ リス ト教 の

あ る程 度 浸 透 した 国 に 限定 して いた 。 そ れが

今や ， 宣 教 師 は 「異 教徒 」 の国 に お もむ くの

で あ る。１９０１年 ４ 月の 大会 に お いて ， そ の先

駆 者 とな っ た グ ラ ン ト長 老 は， 胸 の 内 を こ う

語 っ て い る。 「こ の企 て に は 多 くの 『未 知 数 』

が あ る。．然 り， 私 が 成功 す る と考 える の は 日

本 人が 驚 くほ ど進 歩 的 な民 で あ るか らで あ る。

もち ろ ん， 私 の知 識 は読 ん だ り， 聞 い た りし

て得 た もの であ る 。 … … しか し， 東 洋 の諸 民

族 の 中 で 日本 人は 疑 い もな く最：も進取 的 且 つ

聡 明 な民 族 で あ る… … あ る権 威 者 の 言 に よれ ．

ば， 知 識 を吸 収 す る段 に なれ ば 彼 らは世 界 の

あ らゆ る民 族 を顔 色 な か ら しめ る。」

新 生 日本 の 若 き指 導者 た ち と間 もな く東 洋

に も福 音 を広 め ん とす る新 しい 真 実 の教 会 と

の 出 会 い。 歴 史の 織 りなす 綾 とで も言 え るだ

ろ うか 。 （資料 １マ レー ・ニ コル ズ著 「日本 伝

道部 の歴 史」 第 １章 参照 ）
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あった とい う。 またアイビンス伝道部長は

すでに 日本語訳 をされていた讃美歌の改訳

に も力 を注いだ。それは１９１５年春，ついに

出版の運びに至 る。

アイビンス伝道部長は同年 ６月任務 を終

えて帰国，その後任にジ ョセブ ・Ｈ ・ステ

ンプソン長老が召 された。高木兄弟はアイ

ビンス長老の帰国を前に ６月 １日， 多摩川

上流でバプテスマを受けた。続 いてステン

プ ソン長老から按手礼 を受け，真実の教会

を見いだしてか ら５年半に して聖徒の群れ

の中に加 えられた。奈良兄弟 も．同年 ６月１５

日，同 じ多摩 川の上流でバプテスマ を受け

信仰生活のスター トを切 ったのである。

伝道部の閉鎖

やがてｉｇ２０年代 に入ってか ら，戦争の気

運が高 まると共に， 日米の関係は政治的に

円満を欠 くようにな り，ひいては当教会 に

対する迫害 も激 しさを増 してきた。そのた

め１９２４年，ついにヒーバー ・Ｊ・グラント

大管長か ら日本に一通の電報が入 り，２３年

間続いた日本伝道の歴史はいったんその幕

を閉 じることになる。

この２３年間の改宗者は１６６人。日本での実

りはわずかであった。だが， そこには忠実

な聖徒 たちによる伝道の布石が置かれたの

であった。

希 望 の伝 道 再 開
（１９２４－ １９５５）

再び福音の光が

伝道部の閉鎖に伴い，宣教師たちは皆 日

本か ら引 き揚げるこ とになったが，残 るわ

ずかの聖徒たちは 日本で最初に長老職に召

された奈良富士哉兄弟 を中心に一致を図 り，

活発さを失わないように努めていた。彼 ら

は 『標櫓』 と題するパ ンフレット等により

連絡を取 り，助け合 ってきた。 しか し，会

員間の連絡は 日本の国策に制圧 されて思 う

ようにいかなか ったことは言 うまで もない。

そのような状況の中で，彼 らは時のブ リ

ガム ・ヤング大学学長フランクリン ・Ｈ ・

ハ リス博士 を日本に迎えた。これはかつて

伝道部長を務めたアルマ ・０ ・テイラー長

老のはか らいによって実現 した ものである。

このハ リス博士の来 日を機会にＭ．ＬＡ．（相

互発達協会）が公式に東京，大阪，札幌に

設立 された。奈良兄弟はその間，第７代大

管長 ヒーバー ・」・グラン ト長老により日

本 の教会 を管理する長老に任命 （文書 によ

る）されている。これ らのことは 日本の聖

徒 たちの力強い信仰の証 を反映 して余 りあ

るものである。

彼 らの働 きはやがて報 いられ る時がやっ

てきた。終戦 を迎えて間もな く， 日本に駐

留する米軍会員の全国的な伝道活動によっ ．

て， 日本伝道部再 開の機運が高 まったので

ある。当時，東京に駐留 していた海軍士官

エ ドワー ド・Ｌ ・クリソー ド兄弟によっ

てその朗報は もた らされた。そして１９４８年

３月，その クリソー ド兄弟が．日本伝 道部

の部長 として赴任 し， ここに， 日本伝道部

が２４年 ぶ．りに再開さ．れ ることになったので

ある。

再び真の福音が宣べ伝 えられ る祝福に浴

ワ
σ
．
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目は奈良兄弟〕

した日本の聖徒たちの喜びようは筆舌 に尽

くしがたいものがあった。再開 して ２年以

上，奈良兄弟は東京において在京の会員 と

駐留軍会員の援助 を受けなが ら，毎 日曜 日

集会を開いていた。

教会は駐留軍の末 日聖徒 を通 して食糧 を

救援した り，福音 を伝 えた りした。そのよ

うな働 きと模範は次第に日本の人たちの心

をとらえるようになっていった。

現在，東京神殿 で奉仕する佐藤龍猪兄弟

はその ような時に教会を知ったひ とりで，

伝道再開後の最初 の改宗者であった。

伝道再開のために最初に遣 わされた宣教

師はポール ・Ｃ ・ア ン ドラス，ハ リソン ・

Ｔ ・プ ライス，その弟レイモン ド，Ｗ ・マ

クダニエル， そしてコー ジ ・岡内の５長老

であった。彼 らはまず，閉 ざされた２４年 も

の間，忠実に信仰 を守 り続けて きた聖徒た

ちの会貝記録 を集め るこ とに努めた。そし

て彼 らはその人々 と軍の末 日聖徒 によって

バ プテスマ を受けた数人の改宗者 と共に献

身的に働 いた。彼 らのその伝道に傾ける努

力は涙 ぐましいほ どの ものだった とい う。

伝道の業 を推 し進め るにはその拠点 とな

る建物がまず必要であった。戦争でほぼ廃

嘘 と化 した東京で伝道本部の設置場所 を見

つけるのはほ とん ど不可能に近かった。だ

が幸運 に もク リソー ド伝 道部長 は，今 は

美 しい東京神殿の建つ港区南麻布のその地

に土地 を購入することができた。

１９４８年 の感謝 祭の 日に，ク リソー ド伝

道部長および彼を助 ける５人の宣教師たち

はその恵みを心 よ り主に感謝 した。

翌年 ７月，十二使徒

定貝会会貝のマシュー・

カウリー長老が来 日し，

その建物を献堂 した際，

次のような予言 と祝福

の言葉 を残された。

「日本国 中， ここか

しこに幾つかの神殿が

建 ち，

マシュー・

カウリー長老

日本国民は万国の中にあって義 を思

い起こさせ るしるしとな る日が来る。」東京

神殿の完成はその予言の一部が成就 したも

のであると言 えよ っ。



伸びゆく教会

宣教師や会員たちの

努力に より，支部は札

幌，大阪，高崎，前橋，

松本 と順次開設 されて

いった。１９５０年 ４月に

は初めての姉妹宣教師

が名古屋に赴任 し，そ

こで彼女たちによる婦

人集会が開かれるようにならた。出席者は

１０人前後 と少人数 ではあったが，教義の勉

強をは じめ，料理や社会見学，バザーの奉

仕活動 など，バラエティーに富んだ ものだ

った。やがてその集会における出席者は少

しずつ増え， ２年後には扶助協会を組織す

るまでの調いをみせて きた。こうしてわが

国最初の扶助協会が発足するに至 ったので

ある。

この頃から， 日本

各地には徐々に支部

が設けられ，会員 も

ゆるやかであるが増

加の傾向を見せ始め

た。それ と共に主は

ア メリカか らの宣教

師だけでな く， 日本

人のために日本人の

宣教師 を遣わされる

機会を与えて下さった。現在，地区代表 を

している安芸宏兄弟や地域管理本部に務め

る今井一．男兄弟，渡辺 罐兄弟 らが主の器 と

して召 され， 日本 人宣教師の先駆けとなっ

て働いたのである。以来，幾人かの 日本 人

宣教師が召され，１９５４年 ８月の宣教師大会

には実に２２名の参加 を見るまで となった。

こうして 「日本伝道部」は１９５５年に日本 ・

韓国地域を含めた 「北部極東伝道部」 と改

め られ，一段の飛躍が期 され るのであった。

▲当時の安井東京都知事にモル

モン経を渡す宣教師たち

仙台支 部の Ｍ ｌＡにて （１９５３年 ） 三条支部の 日曜 学校の会員 （１９５３年）
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力 強 い 歩 み へ と
（１９５６－ １９６９）

発展を遂げる伝道部

・１９５５年 ， そ れ ・

ま で の ロバ ー ト

ソ ン 伝 道 部 長 に

代 わ って ポー ル ・

Ｃ ・ア ン ドラ ス

長 老 が 新 しい 伝

道 部 長 と して 召

された。彼は伝道再開の１９４８年，宣教師 と

して働いた実績 を持つす ぐれた指導者であ

った。すべての伝道部長が そうであるよう

に彼 も日本 人をこよな く愛 し， その 日本人

に対 しての献身は伝道部の成長 と進歩に大

きく貢献 した。１９５７年の １年間の統計記録

からもその伝道部の発展の跡が はっ きり読

み とれる。この年だけのバ プテスマは ６３８

入で，伝道部の歴史中最 も多く， また支部

も新設の ものを加えて３１カ所を数えるほ ど

になった。会員総数 は２，０００人以上 に のぼ

り，その うち神権者は４００人近 くを数 えた。

そのため１９５８年には伝道部史上初め ての神

権定員会が組織 された。またこの年には５０

人以上の会貝が結婚 している。 これらの記

録が示すように，１９５７年は教会員に とって

大きな変化の年であった。

１９０９年に初めて出版 された 日本語訳モル

モン経は，「で きるだけ 多くの 人々に福 音

を知 って もらうため に，わか りやすい日本

語に翻訳 し直 したい」 とい う ク リソー ド

伝道部長の意図の もとに１９４９年 より改訳が

進め られていたが， ８年近 くを経て１９５７年

５月３０日，ついに出版の運び となった。そ

２０

れは佐藤龍 猪兄弟をは じめ とす る多 くの兄

弟姉妹たちによる大事業であった。

また， このような教会の著 しい動 きと共

に，聖徒たちは 自分たちの教会堂 を持 ちた

い とい う願望 をつのらせ ていった。そ して

教会堂の必要性は 日増 しに強 くな り，やが

てその建築資金作 りに力が注がれるように

なった。１９５７年度中だけで １，２００万円以上

の建築資金が全国よ り寄せ られた。それに

より，数 カ所の支部の土地が購入され，建

築 プログラムは着々と実現の方向へ と進ん

でいった。

１９５８年 も前年 同様 の発展 を遂 げている。

聖徒たちは依然 として建築プログラムを押

し進めよ うと努力を重ねていた。

北部極東伝 道本部

の建 物 （１９４８年以

来， ３０年 間 にわ た

って 日本の伝道の

拠 点であ、った。

１９８０年， 東京神殿

に替わる）

建築プログラムに着手

１９６２年， ドウェイン ・Ｎ ・ア ンダーセン

伝道部長が着任すると，北部極東伝道部は

さらに力強い歩みへ と踏み出 した。従来，

各支部 の支部長にはア メリカか ら遣わされ

ていた宣教師が，伝道のか たわらその責任

を果た していたが，その頃か ら， 日本人会

員の手に委ねられるようになってきた。

＼
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１９６２年 ９月３０日， この 日極東 において歴

史的 とも言える教会堂建築プログラムが着

手 された。東京北支部においてである。以

後，翌年 には東京西，南，東，横浜，高崎

と相次いで進め られていった。またその建

築のために，全国か ら信仰に燃える若 い．男

性が建築宣教師 として大勢召 されていった。

彼 らは学業や職業 を持 っていたが，それ ら

を投げ打って １年間， あるいは ２年間純粋

に奉仕の生活 をしたのである。彼らは宿舎

に入 りながら，毎 日力の限 りを尽 くして働

いた。建築に関 しては全 く．の素 人の彼 らで

はあったが， その働 きには俗世的なもの を

捨 て去った美しさ と主のみ業 に奉仕する者

のみが持つ真実の信仰があった。 またそれ

と共に忘れてはな らないのは，彼 らを助 け

る会員たちの奉仕活動である。ある会員は

建築宣教師のために食事 の世話や 日用品の

提供， さらには生活費の援助 までも快 く引

き受 けた。また，それぞれ時間を作っては

建築宣教師と一緒になって尊い汗 を流した

りもした。こうした努力によって１９６４年春，

東洋初の教会堂 （東京北支部，現東京第 ２

ワー ド部）が完成するのである。 ちなみに

この年のバプテスマは２，０００人を超すまさに

驚異的な数字 となった。そして次に 日本の

聖徒たちが目ざす

業は神殿参入の実

現 であった。

東京北支部レ

▼建築宣教師たち

日本の聖徒たちの信仰を通 して

ハ ワイ神 殿訪間者 （１９６５年）

１９６５年 ７月，待望の 日本人による最初の

神殿参 入が，ハワイ神殿訪問というかたち

で実現 した。全国か ら １６０余名の信仰篤き

聖徒たちが参入 したが， そこにはうるわ し

い ドラマの数々が展開され．た。

日本の聖徒 た．ちは訪間者の渡航費用を助

け合 うために，真珠のネ クタイピンの販売

や ＬＰレコー ド 『日本の聖徒 らは うた う』

の吹 き込みな ど，心温 まる支援活動 をくり

広げた。神殿訪問計画 を成功 させようとい

う， こうした 日本の聖徒たちの熱心な働 き ｒ

は，見事 にその花 を開 くことになる。

こうして神殿に参入することのできた兄

弟姉妹の喜びは格別に大 きか った。どうし

て も涙 を禁 じ得 なかった神殿での儀式，滞

在中，いたるとこ ろで受けた現地の人々の

歓待，そ してかつて愛を分か ち合った旧友

たち とのなつか しい再会など。 その経験 し

た一つ一 つが実 に感動 の連続であった。

日本におけ る力強い歩みは今まであげた

建築プログラムや神殿訪問計画においてだ

け でな く，Ｍ．１．Ａ．プログラムなどに も見 ら

れ た。１９６８年 ８月に東京で催 されたＭ．１．Ａ．

ユース３ンファレンスは，それを象徴する

素晴 らしい集 いだった。北は北海道から南
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は沖縄に至るまで全国各地 か らの１，２００人

以上 もの若人が一堂 に会 し，スポーツ，演

劇，音楽，ダンスなど盛 り沢山のプログラ

ムに価値 ある時 を過 ごした。

教会プログラムの実施

会員は増加の一途 をたどり， 日本の教会

は一層の発展 を遂 げて きた。そのような状

況にあって会員 を実務面か ら援助す る教会

プログラムの実施が必要 となった。１９６８年

３月，東京に翻訳事業部が設立 されたのは

そのためである。完全な福音を日本語でも

学ぶことができるように という目的の もと

に作 られたのである。それにより，教会出

版物の 日本語への翻訳，印刷，出版，そし

て配送 とい う一貫 した教会プログラムの実

施が可能 となった。

その後，１９７２年 １月には教会教育プログ

ラムがわが国に導入 され，同年 ８月１日よ

り鈴木正三兄弟 を中心 とした メンバーによ

って進 め られ てい った。やが て１９８１年 ４

月に は東 京の渋 谷に インステ ィテユー ト

が開校 され るまでに至 って いる。 また，

１９７７年 ５月には管理監督会アジア地域管理

本部が設立 されている。それは 日本は もちろ

ん，アジア地域で急速に発展す るステー キ

部，伝道部を実務面で支援 し，奉仕する機

関 として設置されたも６？である。ここには

今，財務，建築，情報，資材管理 などの諸

部門があ り，それぞれの機能 を果 たしてい

る。 この監督 としては１９８１年 ６月 日本人と

して初めて，北村正隆兄弟が任命 された。

管理本部は東京神殿とも至近距離にあり，日

本の聖徒たちを助ける大 きな役割 を担 って

いる。また，１９７８年 には東京神殿の活動 と

系図業務 を円滑 にす るため，東京神殿系図

サー ビスセンターが設置された。

その後，教会を広 くマスコミに伝 えるためア

ジアで最：初の教会の広報部も設立されている。

飛 躍 的 な 発 展 へ
（１９７０－ １９８１）

１９７０年，飛躍的発展の幕開け

１９７０年 ３月１５日， 日本の聖徒たち待望 の

日本最初のステーキ部 （日本東京ステーキ

部）が誕生 し，初代 ス

テーキ部長 として田中

健治現東京地区代表が

召された。 これは東洋

において最初のステー

キ部であ り， 日本の教

会史に輝 く画期的な出

来事であった。また，

同時に 日本 人とレて初めての伝道部長 （日

本西部伝道部）に渡辺耀兄弟が召された。

さらに９月には，３５０名の聖徒 た ちに よ

って ソル トレー ク神殿の訪 問が実現 した。

それは聖書の予言の成

就 を見る思いで， 多 く

の指導者が 口に してい

た よ うに「まさに奇 し

きみ業」であった。

また， 同年開催 され

た大阪万国博には当教

会 も参加 し， その展示

３５０余人 の 日本の聖徒 た ちが訪問 したソル トレーク神殿

２２



モル モ ンパ ピ リオン

館（モルモンパビリオン）は見学者の 目か大 い

に注かれるもの となった。 １年近 くにわた

る会期中，７００万人以上かパヒリオンを訪れた。

これら一連の出来事 を見る時， 日本の上

に神のみ手か置かれ，祝福 されていること

を感 しすにはいられない。当時，主の教会は

世界的に も急速に発展 していた。 しかし日

本におけ るほ ど著 しい発展 を遂 けた ところ

は他にあ まり例 を見ない。そのことは後に

い くつ にも分割，誕生 を繰 り返す伝道部や

ステーキ部の姿に実証 されている。

触鑑 郷 院㌘驚蹴 ・

霧
璽難

認
熱
輪
羅

▲ 日本 地域大会

毒ぐ東京神殿建設 の発表
をするスペ ンサー ・Ｗ ・

キ ンボ ール大管長欝

額

１９７２年には 日本で２番 目の大阪ステーキ

部 か誕生 した。この ような著 しい教会組織

の変化は日本の教会史上かつて見るこ との

て きなかったことてある。

１９７５年 ８月には希望 と感動の 日本地域大

会か開催された。スペ ンサー ・Ｗ ・キンボ

ール大管長 をは しめ
，教会幹部や指導者 を

通 して数 限 りない祝福が もた らされた。そ

のひ とつか キンボール大管長による東京神

殿建設の発表てある。あの時の情景は強烈

な印象 として人々の心の中に刻 まれている。

日本の聖徒たちに とっては忘れることのて

きないニュースてあった。

教会幹部に初の日本人

菊地良彦長老

（七十人第一定員会会貝）

１９７７年１０月１日，菊

地良彦長老か 日本人と

して初めての教会幹部

（七十人第一定員会会

貝 ）に召 された。その

１０年ほど前， ヒュー ・

Ｂ ・ブラウン副管長は

阿倍野支部において，

次の ようなメ ノセー ジ

を 日本の聖徒たちに残

している。

「……私 の話 に耳 を傾 けていらっしゃる

皆 さんの中の何 入かは，…… 日本入の皆 さ

ん方のある入たちは教会の指導者になるに

違 いあ りません。私 は今， 自分 の心の中に

それ をひしひしと感 じます。私はこの予言

を主のみ名によっていたしたいと思います。」

教会幹部 に初めて 日本人か召されたこと

はブラウン副管長の この予言か成就 しつつ

あることを示すばか りてな く， 日本人かい

かに祝福 されているかを表わす ものてある。

２３



伝道部，ステーキ部の急増

シオンのステーキ部は，１９７０年の東京ス

テーキ部を皮切 りに，１９７２年の大阪ステー

キ部，１９７４年 の横 浜ステー キ部そして東京

北 ステーキ部 とい うように続々 と新設 され

てきている。

現在は，以上の他に，名古屋，札幌，福

岡，神戸，高崎，仙台など全国に２０の ステ

ー キ部が組織されている
。伝道部 も著しい

成長 を遂 げ，現在では 日本国内に ９つの伝

道部を有す るまでに至っている。 またワー

ド部や支部は全国各地に ３００カ所以上 設置

されている。このように，福音は次第に 日

本の津々浦々にまで広め られるようになっ

てきた。

祝福された日本の地

この ように発展 を遂 げる日本の聖徒たち

に，主 より数々め祝福が もたらされた。そ

のひ とつは，１９７９年 ９月のモルモンタバナ

クル合唱団の来 日公演 である。彼らは 日本

の聖徒たちの心に多くの感動 を呼び起こし

て くれた。そして，その美 しい歌声 とエネ

ルギッシュな行動は，伝道の業にも一役買

っことになったのである。

モルモンタバナクル合唱団

また， 昨年， 日本の聖徒た ちは，かつて

ない至上の祝福に浴 した。１０月，待望の東

鎌
灘鍵灘灘

京神殿が完成 し，キン

ボール大管長 を迎えて

献堂 式が催されたの．で

あ る。全国か ら参列 し

た熱心な兄弟姉妹たち

は，感涙にむせびなが

らホザナを叫んだ。

それに引き続いて１０

東京神殿（上）と地域大会会場の日本武道館

月，１１月には東京 と大 阪の地において地域

大会が催 された。この大会でもキンボール

大管長 をは じめ 多くの教会指導者 を通 じて，

主 より霊的な糧 を得た。ゴー ドン ・Ｂ ・ヒ

ン クレー長老 はこの大会で次のように語 り，

日本の聖徒たちを励 ましている。

「この国は ま さに 日出ずる国であ ります
。

そ してこの国では．今，教会が 出ずるように，・

著 しい発展 を遂げています。……この国は

将 来教会の驚 く琴 き発展 を遂げる国です。

……兄弟姉妹 の皆さん，私たちの前に横 た

わっている将来に目を向けながら，主が愛

しておられるこの国にシオンを築 こうでは

あ りませんか。」

こっして１９０１年に主のみ手が差 し伸べ ら

れて以来８０年。 日本各地 にはシオンが建て

られ， その業 は止まる ところを知 らない。

かつてヒーバー ・Ｊ ・グラント長老が抱

いた， 日本に も偉大なみ業は始 まるという

確かな夢は，現実 となってここに大き く花

開 きつつあるのである。

２４



維 新の熱気がまださめや らぬ１８７２年・

岩倉具視，大久保利通，伊藤博文，木戸

孝允 ら明治政府の有力な指導者が，開国

日本の近代化の方法を知ることを目的 と

して欧米諸国 を歴訪 した。これが岩倉使

節団 と呼ばれ るものである。

２月４日，この使節団が ソル トレーク・

シティーを訪問 した。 入植 後 ２５年 そこ

そこで砂漠に築 き上 げられたモルモンの

一大帝国 をその目で見 るためである
。事

実岩倉は地元の新聞であるデイ り一 ・ヘ

ラル ドの記者に，荒野 を切 り開いたモル

モンの開拓者の経験が， 同じような問題

を多くかかえている新生 日本に とって貴

重なもの となるであろうと述べている。

一行は大雪のために結局はソル トレー

ク ・シティー に２週間半滞在， ２月２２日

に特別列車 で東へ向か った。

アメ リカの社会 をじかに見る というこ

とに関 して，ソル トレーク ・シテ ィーで

の ２週間半は実 に有意義 なものであった

と思われる。彼ちは鉱山や学校，病院，

州議会，裁判所，連邦軍の駐留地，それ

に各種企業 と， 多くの場所 を見学 して回

った。 さらに， 人々の生活に宗教が どれ

ほ どの影響力 を有するものであるかを，

つぶさに見る機会があった。使節団の多

くが，滞在 中の ３回の 日曜 日に，ワー ド

部や タバナ クルでの集会に出席 したので

ある。彼 らは恐 らく，末 日聖徒 の集会に

岩倉使節団
エ ピ ソ ー ド

出席 した最初 の日本 人であろう。

一行は， ソル トレー ク ・シティーでの

滞在 に対 して好印象を持 ったようである。

大久保，木戸双方の日記にそのこ とが表

われている。木戸は新築 されたタバナク

ルについて長 い感想を記 し，その大 きさ，

形，そして特 に音響効果に深い感銘 を受

けた と述べている。またブ リガム ・ヤン

グとの会見についても触れ，１４４人の開

拓者たちが身の回りの物を背負って１，５００

マイルの旅 をす るのを指揮 した人物 であ

ると，いささか誇張した表現 をしている。

また大久保 は，木戸ほ どではないにし

て も， 多妻制度 とブ リガム ・ヤ ングの１７

人の妻 と２０人の娘について書いて いる。

いずれにしても，双方共モルモンの指

導者や社会に大変感銘 を受けたことは確

かで，迫害 を受けて西部 に移住 しなけれ

ばならなか ったという境遇や 多妻制度に

触れてはいても， それ らに対する消極的

な意見はみ じん も見られない。

大雪 とい う自然の力によって，モルモ

ンの町に予想外の長 きにわたって滞在 を

余儀な くされた新 生日本の指導者。そし

てそこで直接触れることのできた真実の

教会。それか ら３０年後の 日本への伝道の

備 えは，すでに始 まっていたのである。

（ゲイ リン ・Ｍ ・アプダイク 『岩倉使節

団』ブ リガム ・ヤング大学歴史学４９０で

の リサーチペーパー より）



日本の教会略史 世の動 き

１９０１ ●初め ての宣教師，横浜 に到着。 日本の地 にて伝道開始 され る ● オース トラ リア連邦成 立

１９０２ ● 日本 人初 のバプテ スマ ●日英同盟成立

１９０３ ●初 めての一般集会 が開かれ る ●（このころ第二次産業革命 ）

１９０４ ● モルモ ン経， 日本 語に翻訳開始 ● 日露戦争 （～０５）

１９０５ ●讃 美歌， 日本語 に翻訳開始 ●ポー ツマ ス条約締 結

１９０９ ●モルモ ン経 日本 語訳初版発行 ●伊藤博文，ハ ル ビンで暗殺

５ ●信仰箇条，８５０枚発 行

● 日本語版讃 美歌 初版発行

●１９１４， 第丁次 世界大戦 （～．１８）

１９２０ ● デ ビ ッ ド ・０ ・マ ッ ケ イ， ヒ ュー ・ Ｊ ・キ ャ ノ ン長 老 来 日 ●第一回国勢調査

１９２４ ｂ 日本伝道部 閉鎖 ●１９２３， 関東大震災

１９４８ ● 日本伝道 部再開

エ ドワー ド・Ｌ ・ク リソー ド伝道部 長召 される．

● １９４１，．太 平 洋 戦 争 （．～４５）

１９４９ ●十 二使徒 マ シュー ・カウ リー長老来 日 ● 日本，世界労連加 入

１９５０ ● 婦人会開かれ る（名古屋支部 ） ● 湯川秀樹博士 に ノーベル賞

１９５１ ● Ｍ ＩＡ歌 集 （３２曲）翻訳 ●日本安全保障条約の調印

１９５２ ● 日本語モル モ ン経点訳 され る ●血の メーデ ー事 件が起 こる

１９５３ ● 日本人宣教 師召 され る ●テ レビ放送 開始

１９５４ ●十二使徒ハ ロル ド・Ｂ ・リー長老来 日 ●日本ビルマ平和条約締結

１９５５ ●沖縄，伝道 の地 と して奉献

● 日本伝道 部が，北部極東伝 道部 に改め られ る

●第二次鳩山内閣成立

１９５６ ● ポール ・Ｃ ・ア ン ドラス伝道部長着任

●十 二使徒 補 助ゴー ドン ・Ｂ ・ヒンクレー長老 来 日

● 「聖 徒の道」 出版

● 日ソ交渉妥結。国連加盟

● 第 ２次 中東戦争

１９５７ ●新訳 日本語版末 日聖 典 発行 ● 日本，国連非 常任理 事国となる

１９５８ ● レク リェーシ ョン歌 集翻訳完成

●松本市， ソル トレーク ・シテ ィー と．姉妹都市締 結

●特急こだま号の運転開始

１９６１ ●支部長会 日本人の手 に委 ねられ る ●ソ連が人間衛星の打ち上げ成功

１９６２ ● ドウェイ ン ・Ｎ ・ア ンダーセ ン伝道部長 着任 ● キューバ危機が起 こる

１９６３ ●教会堂建 築プロ グラム開始 され る

● ＭＩＡ第 １回全国大会 開かれ る

●核実験停止条約が結ばれる

●ケネディ大統領が暗殺される



日本の教会略史 世の動 き

１９６４ ●東洋初 の白亜の教会堂完成 （東京西， 北支部） ●東 京オ リンピ ック開催

１９６５ ●第 １回ハ ワイ神殿訪問

● ア ドニー ・Ｙ ・小松伝道 部長着任

●ベトナム戦争本格化

●日韓条約調印

１９６７ ● ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン副 管 長 来 日 ● ヨーロ ッパ共同体（ＥＣ）発足

●第 ３次 中東危機

１９６８ ●東京 に翻訳 事業部開 設

● 日本初 のユー ス 。コ ンフ ァレンス開催

●伝道部が ２つ に分割 （日本伝道部 と 日本 沖縄伝道部 ）

● 「聖 徒の道」 国際機関誌 と して出版

●会 員数 １万 入に達す る

● 初等協会正 式に開始

●川端康成がノーベル文学賞を

受賞

●核拡散防止条約が結ばれる

１９７０ ●東京 ステー キ部組織 （最 初の ステ ーキ部）

●大 阪での万国博 覧会 に参加，パ ビ リオ ンに７００万入訪れ る

●３５０余 人の聖徒 に よるソル トレー ク神殿訪 問

● 日本 沖縄伝道部分割 （日本西部伝道部 と日本中央伝道部 ）

●日本万国博開催

●日米安全保障条約自動延長

１９７１ ●東洋初 の祝福師 に渡 部正雄 兄弟 召きれ る・ ● ドル ・シ ョッ ク 。 円切 上 げ

１９７２ ●大 阪ステー キ部組織 （２番 目の ステーキ部） ●沖 縄返 還。ニ クソン，中国訪問

１９７３ ● 日本 名古屋伝道部新 設

● 日本 人向訪問者 セ ンター，ハ ワイに開設

●ベトナムの米軍撤兵完了

●中東戦争の影響で石油危機

１９７４ ● 日本 札幌伝道部， 日本仙台伝道部， 日本神戸伝道部新 設

●横 浜ステー キ部組織 （３番 目の ステ ーキ部）

●金脈問題で田中首相退陣，三

木内閣成立

１９７５ ● ア ドニー ・Ｙ ・小松長老 ，十二使徒評議 員会補助 に召され る

● 日本地域 大会開催

● 山陽新幹線，博 多まで開通

１９７７ ● 日本 東京北 ステ ーキ部 （４）と日本大阪北 ステーキ部 （５）組織

●菊地 良彦長老，七十 人第一定員会会 員に召 され る

●管理 監督 会ア ジア地域 管理本部 設立

●郡 小平復活，華体制 固 まる

●王選 手，本塁打世 界新記録

１９７８ ● 日本 名古屋 ステ ーキ部 （６）， 日本札幌 ステーキ部（７）組織 ●成 田空港開港

● 日本東京伝道部が 日本東京北伝道部 と 日本東京南伝道部 に分割，● 日中平和友好条約 調印 され る

さ らに 日本西部伝道 部が 日本福岡伝道 部 と日本岡 山伝道 部 に分

割 （全部で ８つ の伝 道部）

１９７９ ● 日本福岡 ステ ー一キ部 組織 （８）．

● モルモ ン ・タバナクル合唱団来 日

● 東京サ ミッ ト開催

●イ ン ドシナ難民 問題深刻化

１９８０ ● 日本神戸 ステーキ部（９）をは じめ，東京東 （１０）， 札幌西（１１）， ●モ スクワオ リンピック開催

高崎ステ ーキ部 （１２）組織

●東京神殿 オープ ンハ ウス，献 堂。東京，大 阪地域 大会開催

●教会員 ５万 人 とな る

● 日本沖縄 （１３），町田（１４），名古屋西（１５），仙 台ステー キ部 （１６）組織

１９８１ ●東京 にイ ンステ ィテ ユー トハウス開設 ● レーガ ン天統領就任

● 日本静 岡（１７），高松 （１８），東京南（１９），広 島ステー キ部 （２０）組織 ● チャールズ皇太子御成 婚

ステーキ部名の後の（ 〉内の数字は設立順位 を示す
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札幌ステーキ部長

潟 沼 誠 二

北海道のビー ト （砂糖大根）産業 と， グ

ラン ト大管長が密接 な関係 にあると言った

ら，多 くの人々は首 をかしげるか もしれな

い。 しか し，モルモン教会の 日本における

伝道の歴史の陰にこうした事実があったこ

とを，史料 を通 じて明 らかにしたい。

グラン ト長老が 日本に伝道部 を開 くよ う

に召された時，彼の言葉 を借 りると 「１０万

ドルの債務があ り７万 ドルはすべて を整理

して返済できるが とても伝道にはいけない」

と考 えた。 しか しみたまのささや きがあ り，

「主があなたを祝福される不思議な方法が

あ ります。どうして伝道に出ようとしない

のですか」 と勧告された。

「彼は昼食をとるために帰宅 し
，ひざまず

きそして主に感謝を捧げた。なぜなら，こ

の召 しを成就 できると主は予言 と確信 を彼

に与えて下 さったか らであ る。彼が引 き続

きひざまずいている時，酷ユタ砂糖会社”に関

す る霊感が与 えられた。そ して実 にその産

業から３万 ドルの純益 をあげることができ

たのである。」（スペ ンサー ・Ｊ ・パーマー

銑 θ（洗〃肋 翫 ６０朔 彦薦 ∠４ｓ勿，Ｐ。５６）

グラン ト長老は，ビー ト農業に熟知 し，

それを工業化 したユ タ砂糖会社の経営者で

も あ っ た の で あ る。

明治の偉大な指導者のひとりに，新渡戸

稲造がいる。彼は，東京英語学校 （現在の

東京 外語 大学 を経て札幌農 学校 （現在の

北海道大学）に入学 した。同級生の内村鑑

三 らと共にキ リス ト教に入信 し，卒業後ア

メ リカ と ドイツに留学，１８９１（明治２４）

年， フィラデルフィアでクウェーカー教徒 の

メリー ・エルキントンと結婚 し，同年帰国し

て札幌農学校教授 となっている。

さて北海道の農業に関して 「新北海道史」

（第 ６巻通説 ５）は，

『甜 菜 （ビー ト大根）のみが稲 とな ら

んで着実な作付面積 の増加 （昭和２３年

１万２６００ヘ クタール，３０年 １万６８００ヘ

クタール，４０年 ５万５２００ヘ クタール，

４８年 ６万１８００ヘ クタール〉と反収 の増

大 （１０ヘ クタール当 り，３０年２２３４キロ，

４０年３０４０キロ，４８年４７８０キロ）をみせ

たことは注 目すべ きことであった。甜

菜は北海道がほ とんど唯一の生産適地

であり，戦前か ら北方農業の模範作物

として手厚い奨励 と保護 を受 けて きた』

と述べている。この ようなビー ト農業の定
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着は，第一次大戦以来しきりに唱導された

「地力造成集約農法」の成果であるが， こ

の成果はビー トとい う基本的でしか も具体

的な作物を得 て初めて日の目を見たもので

あった。この農法の中味は，輪作酪農 とビ

ー ト糖業 の保護奨励 による 「北欧式農牧混

合制集約農法」 と言われるものである。そ

して， これ を指導 したのが他 でもない新渡

戸稲造であ り，彼の北海道の殖産政策の根

幹にビー トがあったといって も過言ではな

い 。

ソ ル ト レ ー ク ・ シ テ ィ ー の 教 会 本 部 歴 史

部 の 図 書 館 で 索 引 番 号 〔ＣＲ ４１８５／６／ＢＸ － １〕

を 引 く と ，７ ０％７ησ１｛ゾ 飾 θノ２勿 η 雌 ｓ舘 ｏη ”

（日 本 伝 道 部 日 誌 ） を 目 に す る こ と が で き

る 。 そ の １９０３ （明 治 ３６） 年 ６ 月 ２３日 に 次 の

よ う な 記 述 が あ る 。

Ｍ ｒ． Ｋｉｎｚｏ Ｈ ｉｒａｉ ｃａｌｌｅｄ ｏｎ ｕｓ

ｔｏｄａｙ． Ａ ｌｓｏ Ｃａｐｔａｉｎ Ｋ ａｋｅｋｉ，－Ｐｒｅｓ．

Ｇｒａｎｔ ａｎｄ ｈｉｓ ｗ ｌｆｅ ｃａｌｌｅｄ ｏｎ Ｍ ｒ．

Ｎ ｉｔｏｂｅ，ｂｕｔ ｈｅ ｗａｓ ｎｏｔ ｈｏｍ ｅ ａｎｄ

ｈｉｓ ｗ ｉｆｅ ｗ ａｓ ｎｏｔ ｗｅｌｌ．

Ｓｏ ｔｈｅｙ ｄｉｄ ｎｏｔ ｓｅｅ ｅｉｔｈｅｒ．

Ｉｎ 廿１ｅ ｅｖｅｎｉｎｇ Ｐｒｅｓ．Ｇｒａｎｔ ｃａｌｌｅｄ

．ａｇａｉｎ ａ尊ｄ ｍ ｅｔ Ｄｒ
． Ｎ ｉｔｏｂｅ ａｎｄ

ｈａｄ ａ ｌｏｎｇ ｃｂｎｖｅｒｓａｔｉｏｎ ｏｎ ｔｈｅ

．ｂｅｅｔ ｓｕｇａｒ ｉｎｄｕｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｕｔａｈ．

Ｈ ｅ ｉｓ ｉｎｔｅｒｅｓｔｅｄ ｉｎ ｔｈｅ ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ

ｏｆ Ｊａｐａｎ ａｎｄ ｉｓ ａ ｖｅｒｙ ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ

ｒｎａｎ．

これを読む と， グラント夫妻は，新渡戸

稲造 を訪問 したが，彼は留守であ り奥 さん

も健 康 が す ぐれ な か っ た た め に 会 う こ とが

で きず ， 夕 刻 再 度 訪 問 し て ， 長 時 間 に わ た

っ て ユ タ州 の ビ ー ト糖 産 業 に つ い て 語 り合

っ た とい う。 こ の 日誌 の 書 き手 が 「彼 は 日

本 の 農 業 に 関 心 を持 ち， 非 常 に 影 響 力 の あ

る 人 だ 」 と書 い て い る の は ， 知 ら ぬ は な ん

とか で ユ ー モ ラ ス で さ え あ る 。

ま た ７ 月１８日出 の 項 に は ， 次 の よ うに 書

い て あ る 。

Ｍｒｌａｎｄ Ｍ ｒｓ．．Ｎｉｔｏｂｅ ｃａｌｌｅｄ ｉｎ ｔｈｅ

ｅｖｅｎｉ㎎ ，Ｗ ｅ ｆｏｕｎｄ ｔｈｅｍ ａｇｒｅｅａｂｌｅ

ｐｅｏｐｌｅ ａｎｄ ｗｅｒｅ ｇｌａｄ ｔｏ ｍ ｅｅｔ

ｔｈｅｍ ． Ｍ ｒ．Ｎｉｔｏｂｅ ｉｓ ｔｈｅ ａｕｔｈｏｒ

ｏｆａ ｌｉｔｔｌｅ ｂｏｏｋ ｏｎ Ｊａｐａｎ，ｅｎｔｉｌｌｅｄ

“Ｂｕｓｈｉｄｏ”
，ａ ｃｏｐｙ ｏｆ ｗｈｉｃｈ ｗａｓ

ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ ｔｏ Ｐｒｅｓ．Ｇｒａｎｔ ｓｏｍｅ

ｍｏｎｔｈｓ ａｇｏ ｂｙ Ｃａｐｔａｉｎ Ｋａｋｅｋｉ．

この 日は新渡戸夫妻が伝道本部 を訪ねて

いる。宣教師は新渡戸夫妻に好感を寄せ，

会 ったこ とをと．ても喜んでいる。そして，

新渡戸博士が ．「武士道」の著者であること

がわかる。

こうした交流 を通 して考え られることは

いろいろある。 ビー ト農業についてのみ言

えば，ふたりの間で， ビ「 トのアメリカ種

とか，栽培技術，あるいは企業化す ること

につ いて話がはずんだに違いない。そして．

その道のベテランであったグラン ト長老 よ

り新渡戸稲造が どんなことを学んだのか，

また 「武士道」 よりグラン ト長老が何を学

び取 ったのか。いずれに して も，モルモ ン

教会伝道 史に．残る両 巨人の心 の交流であっ

た。

◇新渡戸稲造 （１８６２－１９３３）◇

岩手県盛岡市の生 まれ。明治，大正 を通 じての教育家。札幌農学校，米

ジ ョン．ズ ・ホプキンス大学な どを卒業，京大教授，一高初代校長などを歴

任，国際連盟事務局次長 をつ とめ，国際平和の実現に尽くした。
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囎
教会幹部の初の来日
一 ヒュー ・Ｊ ・キ ャノ ン長老 の言葉 か ら一

ヒ ーバー ．Ｊ ・グラン トによる伝道部開

設以来初めて来 日した教会幹部は，当

時十二使徒であったデビッ ド・０ ・マ ッケ

イであった。今か らち ょうど６０年前，１９２１

年のことである。当時の様子 を，マ ッケイ

長老に随行 したヒュー ・Ｊ ・キャノンの言

葉から眺めてみることに しよう。

「マ ッケイ大 管長が 来 日した時の伝道部

長はジョセブ ・Ｈ ・ステンプソンで，すで

に１１年 もの長 きにわた って日本に滞在 し，

一番上の子供は 日莱両語 を流 ちょうに話 し

た。

デ ビ ッ ド・０ ・マ ッケ イ長老 （子供 を抱 いた婦人の右後方 ）と 日本の聖徒 たち

奈良富士哉兄弟 （中央 の学生服姿 ）も見 える．
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～

伝道本部は純 日本風の邸宅であったが実

に快適であった。私 たちはまず入浴を勧め

られた。 日本流の斬新な入浴方法について

は聞いて知 っていたので，私たちは喜んで

受け入れた。火は風呂桶の一端 に設けられ

た鉄の箱の中で燃やす。桶は径 と深さが大

体同 じで約 ４フィ「 ト （１．２メー トル ）あ

る。入浴す る人は，まず きれいに体を洗わ

なければならない。完全に洗い終 えたら，

桶の端 をよじ上 って中に入る。そのお湯 と

きた ら， これが人間 として耐 え得 る限界 と

思われるほどの熱 さだ。 こうして，同 じ湯

に家族全員が入るが，湯は大 して汚れない。

…この国で伝道が始 まって２０年 という

こ とだが，教会貝はたった１２５人 であ る。

東京，大阪，甲府で開かれた特別大会で，

宣教師たちはマ ッケイ長老の話を熱心 に聞

いていたが，み業の進展の遅 さに，彼らの

心 ももうひ とつ晴れなかったに違いない。

マ ッケィ大管長は北海道にある支部 を訪

問 したいと言った。そこで私たちは， ステ

ンプソン伝道 部長家族 と共 に出発 した。

本州 と北海道 を結ぶのは船だが，その船は

海のまっただ中で碇 をおろし，乗客はタグ

ボー トに乗 り移 らなければな らない。 とこ
し け

うがその 日は大時化で，ボー トが船 に衝 突

しそうになるか と思えば，陸上競技の幅跳

びの選手でも届かないと思 うほど船 から離

れて しまうような状態であった。……マ ッ

ケイ長老はこうした様子 を見て，無理に上

陸するのは危険であると判断，私たちも失

意の うちにその決定 を受け入れないわけに

はいかなかった。

…… 日光見物の帰 り．の汽車の中に，着物

姿の美 しい少女が乗 っていた。 くるぶしま

でのス トッキングに木のサンダルをはいて

いる。若 い男性 と老婦人が一緒だ。 しばら

くして，彼 らはお もむろに弁 当を広げ始め

た。油紙に包んだ箸 を取 り出す と，見事 な

手 さば きで食物 を口に運ぶ。指で直接食べ

物に触れるこ とは決 してないのだ。私たち

好奇心の強いア メリカ人は，驚嘆の思いで

目の前に繰 り広げ られるショーに見入った

ものである。少 しして， 私 た ちは ステ ン

プソン姉妹手製のサ ン ドウィッチがあるの

を思い出した。 しか し， アメリカ人のサン

ドウィッチの食べ方は どうだろう。手でパ

ンをわ しづかみに し， まるで クマのように

かみついて食べ るではないか。向かいにす

わっているその少女は，今度は見られる側

か ら見る側に変わった。そして我々を見て

吹 き出 したいの をじっとこらえている様子

である。遂に彼女 は窓外に流れる景色へ と

、目を移 した。何のことはない。笑 いを隠す

ためである。……」（スペ ンサー ・Ｊ・パー

マー， η昭Ｃ伽 κぬＥη００％曜６鴬 Ａ舘α，ＰＰ．

６１－６４参照）

この記述か らも当時の伝道がいかに困難

な ものであったかが推察できるが，同時に，

当時使徒 であったマ ッケイ長老 をはじめ，

指導者たちの 日本の民に対する温かい愛が

直接伝わって くるようである。
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３２

佐藤龍猪兄弟をたすねて

モルモン経 を手 に した佐 藤兄弟

（東 京神殿入 口にて）

、

賊

「教義 と聖約」「高価なる真珠」を翻訳 し
，

「モルモン経」の改訳に心血を注がれた佐

藤龍猪兄弟。回復された福音を日本人に宣

べ伝 えるためになみなみな らぬ信仰 を燃や

した佐藤兄弟の働 きは 日本の教会発展に大

いに貢献す るものである。

「皆 さんは私がすべ てを翻訳 したとお思

いの ようですが， それは間違いです。私は

その まとめ役 をしたにす ぎませ ん」 と謙遜

に語る。その淡々 と語 られる口調には物腰

の柔 らかさがに じみ出ている。

佐藤兄弟は戦後間 もない１９４６年，郷里の

愛知県鳴海町で，駐留米軍人 をもてなした

のが縁で福音 を知 ることとな り，奥様 と．お

子 さん と共にバプテスマを受 けた。 これは

伝道再開後の初めてのバプテスマであり，極

東における教会の新時代 を告げるものであっ

た。

「できるだけ多 くの人々が福音 を知 るた

めに旧訳のモルモン経を分か りやすい 日本

語に したい」 というクリソー ド伝道部長の

希望 は，やがて英語に精通す る佐藤兄弟に

白羽の矢が立つことになった。．

アルマ ・０ ・、テイラー長老が最初 の翻訳

を完成 して以来４０年。そのモルモン経は 日

本の社会情勢の大 きな変化や，教育制度の

変革な どに伴 ってそめ文体 を変えることを

余儀な くされた。

佐藤兄弟はモルモン経の改訳に際 しての

気持ちを次のように語っている。

「旧訳のモルモン経が不完全なために新

訳が企 図されたのではあ りませ ん。むしろ

その訳は立派であって，神の助 けを通 して



す ぐれた学者 らによってなされたことを本

当に知 らされ ます。ですから，この新訳の

業にあたって も，私は神様の助けを乞い願

いました。」

ちなみに佐藤兄弟は１９４９年 ８月， クリソ

ー ド伝道部長 より主任翻訳者 として召され，

その後，マース伝道部長 より按手礼 を受けて

いる。佐藤兄弟の語 るモルモン経改訳の経

緯 を簡単に まとめると次の ようになる。

佐藤兄弟が主任翻訳者 に召されて間 もな

く，アン ドラス長老，高木富五郎兄弟，奈

良富士哉兄弟，児玉琴枝姉妹，藤原光江姉

妹，長尾栄姉妹お よび佐藤兄弟の ７人か ら

なる翻訳委員会が まず組織 され，その大事

業のスター トが切 られた。

一応，翻訳はで きるだけ旧訳の文脈にそ

って進め られた とい う。文章の主体 を口語

とし，その言葉一つ一つに高木富五郎兄弟，

および白石源吉兄弟の貴重なア ドバイズを受

けた。高木兄弟はユタ州で新聞記者を務 め

たほ どの英語に秀でていた人である。

翻訳上，いろいろむずかしい問題 も生 じ

ている。イザヤ書の聖句などのように難解

な訳には，ジョセブ ・フィールデ ィング ・

ス ミス長老やハロル ド・Ｂ ・リー長老が来

日した際，教 えを受けたという。

仕事 はほ とん ど南青 山の 自宅 と伝道本部

の一室で進め られていった。翻訳 はもちろ

んのこと，その後の校正に も力が注がれた。

「御存 じの ように
，関連聖句を示す頭 注の

照合や校正には大変神経 を使 いました。何

人 もの兄弟がそのために多大の労 をとって

下 さい ました。」その言葉に，陰で働いた人

人の苦労がひ しひ しと感 じられ る。

こうして ８年の月 日が流れ，原稿 も整 っ

た ところで，１９５６年 ６月に，大管長会の許

可 を得て特別翻訳委員会 （アン ドラス伝道

部長，鬼木，ラン ドバー ク両副伝道部長，高

木兄弟 そして佐藤兄弟か らなる）が組織 さ

れた。そこで主に原稿の照合や最終的な改

訂が行 なわれた。

やがて１９５６年１０月には大管長会 より翻訳

出版の許可がお り，最終的な段階に入った。

そして翌年の ５月３０日，遂 に出版刊行の運

び となったのである。それは ８年 も要 した

日本の教会史上かつて見 られなか った大事

業 である。

最後に佐藤兄弟は，当時をなつか しむ よ

うにこう語って くれた。

「この業は， ジョセブ ・フィールディン

グ ・ス ミス，ハ ロル ド・Ｂ・リー両長老，代

代 の伝道部長 と副伝道部長， さらには多く

の宣教師，会員，そして印刷製本等に協力

された三省堂の方々など，た くさんの人々

の助けによって達成されたものです。本当

に感謝 してい ます。」

佐藤兄弟は終始，落 ち着いた調子で語 る。

そこには人の気持 ちを包む言い知れぬ心の

暖かさがある。今年８２歳にな られ ると聞 く

が，その表情は生 き生 きとしている。偉大

な事業 を成 し遂げたその姿に明治人の気骨

を見る思いが した。 きっと長い間培ってき

た信仰がそのように させるのであろう。

現在，佐藤兄弟 は東京神殿において神殿

宣教師 として奉仕 しておられ るが，今後 も

その御活躍 を心か らお祈 りしたい。
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家庭の主婦として忙しい身でありながらも，音楽を愛

するあまり，讃美歌の翻訳に情熱を燃やしたひとりの

信仰あふれる姉妹の体験。

讃美歌 にまっわる思 い出 輔１騰
恵比寿ワード部

柳 田 聡 子

１９５６年 ３月，当時は北部極東伝道部 の西

中央地方部大会が珍 しく名古屋で開かれ，

アン ドラス伝道部長 とラン ドバーグ副伝道

部長が来名 され ました。土曜 日はＭ ＩＡ大

会， 日曜 日が一般大会でした。そ しておふ

た りは私たちの家にお泊まりにな りました。

その夜おふたりは赤い表紙の Ｒε６名θα勧 η認

∫ｏη８∫という本 を持 って来 られて 「あなた

は 『Ｍ ＩＡ歌集』（１９５１年発行 ）や 『子等は歌

う』（１９５３年発行 ）を今 までに翻訳 しました

ね。でもあのＭＩＡの歌は少な くて今では

足 りません。 この本を翻訳しませんか」 と

おっしゃいました。私は 「讃美歌の中で今

の人々にはわか りに くい ものが沢山あ りま

すか ら，あれ を訳 し直した方がいい と思い

ますが」 と申・しました。実際 「情 をな燃え

させそ」 という歌な ど反対の意味に とって

いた人を知 っていましたので。す ると伝道

部長は 「それも考 えています。でも今は こ

ちらをして欲 しいのです。」頼 もしい大 木

のような彼の目が じっ と私を見て，それに

付 き添 うように優 しいラン ドバ ーグ長老が

ニコニ コして黙 って返事 を促 していらっし

ゃいました。結局その時に始 まり， シャム

ウェイ長老 と御相談 して選 び出版で きたの

が赤い同 じ表紙の 「レ クリェーション歌集 」

で した。それは１９５７年 発行 とな り，Ｍ ＩＡ

で盛んに使用されました。神様は何で もス

テ ップを踏んで徐々に私たちを導いていら

っしゃることが今はよくわか ります。

１９５９年 ６月，それ まで私の両親は浦和 で

ふた りきりの生活をしていましたが，名古

屋の私たちの家に共に暮 らすことに決ま り，

引越 して来 ました。 その時父が紺色の英語

の讃美歌集 を持 って来て，「アンドラス伝道

部長が，名古屋へ行 くのならこれを柳田姉

妹の ところに持 らて行って，ふた りで新 し

い讃美歌を作って下 さい と言われだよ」 と

申しました。私はいよいよその番が まわっ

て来たと思 い，正直なところとて も大変だ

とは思い ましたが， 同時に大好 きな仕事 で

したので勇気が湧いてうれしく思いました。

父は 「わ しは編集 をす るか ら訳の方 はやっ

て くれ」 と申します。 もともと古い讃美歌

集は父が２０歳の頃早稲田大学在学中にほ と

んど訳 したもので， メロディーを長老がロ

ず さんでそれに合わせて訳した とのことで

した。私は机 を居間の窓際に出 して，そ こ

．、
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に頂いた英語の本 を拡げ，原稿用紙を出 し，

鉛筆 と辞書を置 き，いつでもす ぐ書ける状

態に しておきました。 ６人家族 の主婦であ

る私は家事が双肩にあ りましたか ら，洗濯

機が回っている間，お掃除のす ぐ後，お料

理の煮える間等， いつ も家事の合間に机に

向かい，す ぐその環境に入れ るよ うに机の

上は出 したままにしていました。古い 日本

語訳 を直す方法では原文か ら離れる．恐れが

あるので，、全部原文か ら訳 し直 しましたが，

時々昔の訳を参考 にしました。現在．日本の

本 に入っていて英語の本 にない歌があるの

はなぜか と時々宣教師の方か ら質問されま

すが，アメリカで も昔は 「デゼ レ トサンデ

ースクール」 とい う本 を使っていたので，

その中の歌が古い 日本の讃美歌に入ってい

て， よく歌われていたのでその原本 を頂 き

それを入れたわけです。彼 らにはその話 を

し，「あなたの御両親やお じいさんおばあさ

んは知ってい らっしゃるでしょう」 と答え

ます。２１３番の 「見すてた もうな」は現在

のアンダーセン神殿長夫人の父上が非常 な

迫害 と苦難に会 っていた時作詞作曲された

ものだ と昨年神殿ができてか ら伺い，古い

歌 を省かないでよかった と思いました。讃

美歌 は人を慰め，励 まし，疲れを癒 し，証

を注いで くれ る霊感の歌 と思います。名古

屋で最初のＭ ＩＡの小 さい歌集 を出す時，

今は東京神殿宣教師の金綱長老が原文に忠

実に と忠告 して下 さったこ とを思い出し，

その精神を守 りました。発想．の展開が耳馴

れない時でも作詞者の思いを受けつ ぐ気持

ちで敢 えてそのままをとりました。ただ曲の

切れ 目と言葉の切れ 目を考 えないと，民謡

ステンカラー ジ ンで いつ も妙 に思 うの が

「……今湧 くそ しり」 を歌 うと 「今は糞 し

り」 と聞えるのです。 そんなことか ら歌 を

訳す時はまず曲を覚 えて，歌いなが ら言葉

を入れ るようにしました。 とても難 しいの

と，１６番や１７８番等のように比較的や り易い

もの とがあ りました。旧訳の讃美歌は大正

４年 １２月発行 され，教会が中断されていた

もののその後昭和３５年 まで末 日聖徒に親 し

まれていたので新 しく変わることは人々の

中には抵抗 もあった と思います。私はみた

まの助けが必要 でいつ もお祈 りをしていま

したので， あの時の １年 ばか りは本 当に充

実 した気持 ちでした。翌年の ８月に父 と上

京 し伝道本部 （今の東京神殿のある所）の

お庭の別棟の部屋に二晩ほど泊めて頂 き，

編集や印刷 について伝道部長や印刷屋さん

と話 し合いました。今ア ン ドラス長老は遠

く，父は亡 くなり，私に とっては懐 しい思

い出となっています。

讃美歌の楽譜の左上に曲の速 さが １＝７８

のような数字で示 されているものは紺色の英

語の本に現在 ある もので，それがないのは

デゼ レ トの方 にあって紺の本にな くなって

いるものと判別す ることができます。両方

の本にあるものは紺色の本の方を採 りまし

た。 こうして１９６０年１２月に印刷が でき上が

って出版 されることになったのですが，印

刷屋 さんは皮表紙の本 を３冊作って下 さい

ました。ア ン ドラス伝道部長 と父 と私に名

入 りで。父の分は川越ワー ド部の図書館に

差上げ ました。アン ドラス長老は １冊お持

ちでしょう。私は 自分のを懐 しい思い出と

共に保存 しています。

讃美歌は霊の歌であ り，人々の慰め，励

ましとなって愛 されるこ．とが心か らの願い

であ ります。今後 も私の好 きな歌のことで

奉仕す る機会がありましたらさせ て頂 きた

い と思 ってお ります。拙い稿 を書かせて頂

き， この機会 を深 く感謝 して，聖徒の皆様

の霊的，物的な発展を主のみ名に よりお祈

りさせて頂 きます。アーメン。

３５



難

ビーバー

臣 ７ ㌍

翫

」

グ ラ ノ ト

１藩 ．

難、灘

窩 驚

ホーレス Ｓ
エノサイ ！

１糟１
泥『

田 臥 嚢
．

アルマ Ｏ エルハー ト Ｄ Ｈ
テイラー トーマス

に
黙
篭

グ ラ！ 卜 ／ヨセ フ Ｈ ロイ ト Ｏ ヒル トノ Ａ
アイ ヒノス ス テ／プ ノノ アイ ヒー ロハー トノノ

工 トワー ト Ｌ
クリ ノー ト

５

夏
需罪辱 沌

㌦げ調

　 お
ウァイナ ル Ｇ

マース

鍵

雛灘 謹
ホール Ｃ
ア ／トラス

トウェイノ Ｎ
アノダーセ！

学

ザ’

冨
３

’！｝！

鼻

、

”
～

、
る

’じ

，
、
“

，
曳

や

・、

ザ州長蔀

珊

挿道

・難
　磯

麟

遷

撚

搾

・》

、

２

・

卑

・

“’
♂

、

ノ

！

斗

唆

が

、
ド
㍉

ン
㌻

呪

亭

晴・㌃

淵

肖
凸
・

、４

、

、
ノ瓦

，
桑
、

翰

ウォルター Ｒ
ヒルス

蠣 齋輔

難耀 藻

曜 楽
エ トワー ト Ｙ トモスエ アホ

岡崎

灘
黙

ラ ノセル Ｎ 堀内

一

１９０揖 に開設された日本の伝道部は，教会

の発展とともに大きくなり，８０年を迎えた現
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ます。また，各伝道部を管理した伝道部長は

現在の伝道部長も含め，これまで４３人にのぼ
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主のみ手となって仕えた
しの

故山中健次兄弟を偲んで

東京神殿長

ドウ エ イ ン ・Ｎ ・ア ン ダ ー セ ン

１９８１年 ３月１０日，私は山中健次兄弟の葬

儀に臨むために，平塚に向けて車 を走らせ

ていました。山中兄弟は教会に加入す る以

前，政界，実業界，教育界において豊かな

経験 を持 っていた入でした。武蔵野市では

２度にわたって市長候補にのぼ りました し，

早稲 田大学の総長に推 されたこともあ りま

した。また１９７０年の万国博覧会では，委員

として活躍 しました。

その彼がバプテスマを受けたのは，１９６３

年 ６月１１日のことです。以来教会は，彼の

純粋 な信仰心 と各界への影響力により多大

の恩恵を受けて きました。そのひとつが，

これか ら述べ るハ ワイ神殿訪問の実現です。

当時私は， 日本と沖縄 を含む北部極東伝

道部の伝道部長の任にあ りました。その頃

最 も頭を悩ませ ていた問題は，どの ように

して指導者を強めていったらいいか とい う

ことで した。 日本の教会がこれか ら大 きな

発展 を遂げるためには，指導者が今 よりも

もっと強い信仰を持つ必要があると感 じた

のです。いろいろ考えた末に出た結論は，

指導者に家族 を連れて神殿を訪 問してもら

うことでした。そこで早速山中兄弟に，１５

家族 を神殿に派遣す るとして どれだけの費

用がかか るか調べて もらいました。 ところ

がこれが とても支払い切 れる額ではな く，

何か いい方法は と考えてお りました ら，ち

ょうどその時訪 日していたソル トレー ク ・

シ、テ ィーのビーハイブ旅行団の団長が，飛

行機 をチャー ター しては どうか と提案 して

くれました。 しか しそのためには １６０人余

りの人を募 らなければな りません。早速ハ

ワイ神殿訪問の案内が各地の神権指導者 の

もとに届けられました。向こう１８カ月間に

わたって経済的にも霊的にも準備 をす るこ

とのできる人の リス トを作成 して返送 して

欲 しいという内容の ものでした。 ところが

どうでしょう。忠実 な会貝たちの反応には

本当に目を見張るものがあ りました。飛行

機の座席を満たして余 りある人数が集 まっ

たのです。

この神殿訪問の準備のために尽 くして下

さった山中兄弟の働 きには頭の下がるもの

があ ります。 １年半 の準備期間中，彼は数

数の調整のために東京 と平塚 の間 を精力的

に往復 し， しかもこうした働 きに対 して何

ら経済的な報酬 を受 けることはありませ ん

でした。予期 したように， この計画が進展

し始め ると，サ タンはあ らゆる方面に障害

物 を置 きました。 しか しそれ も，山中兄弟

の持つ大 きな影響力のもとに一つ一つ消え

てい きました。私は彼か ら，この神 のみ業

を推 し進め る上 でどれほ どの励 ましを受 け

てきたことで しょうか。

教会が資金獲得に乗 り出すのは前例のな

いことで，先行 きを懸念す る声があったこ

とも事実です。しか し山中兄弟 は志 を貫 き

畜

、
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通す人で した。まずタイピンや イヤ リング，

ペ ンダン トとして加工 できる真珠 を入手 し

ました。そしてそれを加工 して販売，利益

をすべて神殿訪問資金 としました。また知

人を通 してあるオーケス トラに伴奏 を依頼

し，小さな末 日聖徒の聖歌隊の コニラスを

ステレオ盤に録音 しました。 こうしてこの

真珠 とレ．コー ドのプロジェクトは， 第 １回

の神殿訪問のみならず，第 ２回．の訪問の資

金 にも充当できるほどのものでした。

山中兄弟の献身は資金獲得だけに とどま

りません。第 １回の訪問の出発 もあ と２カ

月 とい う頃，航空会社 との間に複雑な問題

が発生しました。詳 しく述べ ることは致 し

ませ んが， とにか く計画 を初めか ら練 り直

さなければならないほどの問題でした。 し

か し， その航空会杜の副社長 と友 人関係に

あった山中兄弟は，航空会社に大幅な譲歩

をさせ ることに成功，遂に飛行機をチャー

ターすることがで きました。

山中兄弟のこうした数 々の働 きと助けに

より，大 人 １３６名，子供２９名の一行は太平

洋を渡 り，夢にまで見た白亜 の神の宮で永

遠の絆 を結んだのです。そればか りではあ

りません。参加 した 日本中の指導者 たちは，

ハワイのワー ド部や ステーキ部のプログラ

ムか ら教会の本来の姿 を目のあた りにす る

ことがで きました。そしてこのことが，後

の 日本における教会 の飛躍的な発展の下地

を作 っていったのです

確かに山中兄弟は，神 のみ手にある道具

として自らの力を余す ところな く捧げた人

で した。 日本の聖徒 たちが彼か ら受けた恩

恵には計 り．知れないものがあ ります。この

偉大な真理のチャンピオンの御冥福 を心か

ら祈 るものです。

⑪女性として最初の改宗者⑪

若 い頃，宣教師宅で炊事や洗濯などの世話をしていた とい

う鈴木なみ姉妹。彼女はグラン ト長老の帰国後，１９０５年 １月

２０日にバ プテスマを受けている。２３歳の時であった。その後，

結婚 して ６人の子供 をもうけたが， うちふた りを戦争や病気

で失 い，家 も大戦中の空襲で焼失す るな ど，大 きな悲 しみ を

味わっている。そのような境遇に もかかわらず，彼女は遠い

道の りにあった教会に忠実 に集っていた。

晩年は病床に伏す毎 日だった。だが姉妹宅に聖餐のパ ンを届けた渡部正雄兄弟の

話によると，彼女はいつ もはっ きりした声 で，一番好 きな讃美歌 「恐れず来たれ聖

徒」（古い歌詞は 「苦 を恐 るな聖徒」）を一緒に歌 って くれたという。またグラン ト

長老の話に触れると，決 まって次の言葉が口に出た。「長 老は 日本語 を一生懸命覚

えようとしてお られ ましたが，その うち，お国に帰って しまわれました。」

彼女は１９７４年 ５月２６日，９３歳で亡 くなった。生前，彼女が大事 にしていた財布 は今

も横浜ワー ド部に保管されている。彼女の手による最後の献金もそこから捧げられた。

伝道８０周年の今年は鈴木なみ姉妹の生誕１００年にあたる。
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日本の教会発展のために大いに貢献 した歴代の伝

道部長。私たちにとっては忘れ ることので きない

人々である。 なかにはすでに故人となった人 もい

るが半数以上の人 はアメ １ンカや Ｅヨ本で元気に信仰

生活 を送 っている。その中の幾人かに今回，祝福

のメッセージや近況な どを伝 えてもらった。

日本伝道８０周年

に寄せて
一かつての伝道部長より一

．ク リソー ド長老

１９４７年 の 秋 に ， 私 は 日本 で 伝 道 を再 開 す る よ う に との 召 し を 受 け ま し

た 。 も ち ろ ん ， 私 の 妻 も私 と一 緒 に 行 くよ う に との 召 し を受 け ま した 。

そ し て 翌 １９４８年 ２ 月 ， 私 は 横 浜 に 着 き， そ こ で 何 人 か の 軍 人 の 聖 徒 た

ち に 会 い ま し た 。 そ の 後 間 も な く， 伝 道 の再 開 を 忍 耐 強 く待 っ て い た 年

配 の 教 会 員 た ち に も会 い ま し た 。

２ カ 月 後 の ４ 月 に ， 伝 道 本 部 兼 伝 道 部 長 の 居 宅 と な る 家 と敷 地 を 購 入

し， ５月 に 改 築 工 事 を 開 始 し ま し た 。 そ れ が 現 在 東 京 神 殿 の そ び え 立 っ

て い る， 東 京 都 港 区 の 敷 地 で した 。

１９４９年 の 夏 に伝 道 部 を 訪 れ た ， 十 二 使 徒 定 員 会 会 員 の マ シ ュ ー ・カ ウ

リー 長 老 が 日本 の 将 来 の 神 殿 （複 数 ） に つ い て 述 べ た の は ， そ の 伝 道 本

部 の 献 堂 の 祈 りに お い て で した 。 そ の た め ， 本 部 の 建 物 を壊 し て 神 殿 が

建 て ら れ る と聞 い た 時 に は ， 実 に 複 雑 な 気 持 ち に 駆 ら れ ま した 。 と い う

の も ， そ の 建 物 を購 入 し改 築 す るの に は 多大 の 努 力 が 必 要 で し．た し， ま

た 今 後 長 い 間 教 会 の た め に 使 わ れ る で あ ろ う と考 え， か つ 希 望 して い た

か ら で す 。 しか し心 の 片 隅 で は ， 東 洋 初 の 神 殿 の 建 つ 敷 地 を 購 入 す る の

に 役 立 て た と い う こ と で ， 感 謝 の 念 を抱 い て お り ます 。

伝 道 の 再 開 に は み た ま の 導 き と支 え が あ っ て ， 私 た ち の 努 力 が 報 わ れ

た の で す 。 ま た ， ク リソ ー ド姉 妹 や ， 最 初 の ５人 の 宣 教 師 た ち の 献 身 も

見 逃 す こ とは で き ませ ん 。 さ ら に ， 日本 の 会 員 た ち も大 き な助 け の 手 を

差 し伸 べ て くれ ま した 。

言 っ ま で も な く， 日本 の 国 の 方 々 に 福 音 の メ ッ セ ー ジ を お 伝 え す る と

い う機 会 は ． 私 に と っ て 大 き な 喜 び で あ り， 価 値 あ る経 験 で し た 。

しか し 当初 は ， 日本 の 方 々 を そ れ 程 ま で 深 く愛 す る よ う に な ろ う と は

思 い ませ ん で し た 。 ま た ， 日本 人 が 選 ば れ た 民 で あ り， イエ ス ・キ リス

トの 教 会 で 力 強 い 存 在 とな り， 主 の 義 し い 目的 の 達 成 に 寄 与 す る よ う に

な ろ う と も思 い 及 び ませ ん で し た 。 と こ ろが ， １９４８年 に 日本 で 伝 道 活 動

が 再 開 さ れ る や ， 目覚 ま し い 発 展 が 起 こ っ た の で す 。 そ れ と共 に ， 日本

の 兄 弟 姉 妹 に 対 す る私 の 愛 と賛 辞 の 気 持 ち は 大 き くふ く らん で き ま し た 。

昨 年 の １０月 に 東 京 神 殿 の 献 堂 式 が 催 さ れ ま し た が ， 私 に と っ て は 実 に

喜 ば し い ， 霊 的 な 体 験 で し た 。 と い うの も， １９４８年 に マ シ ュ ー ・カ ウ リ

ー 長 老 が 発 した 予 言 的 な 約 束 が 成 就 し た か ら で す
。 私 自 身 ， 妻 や 子 供 た

ち の 協 力 と支 持 を 得 ， 一 緒 に 働 い て くれ た 素 晴 ら しい 宣 教 師 た ち の 無 私

の 努 力 に よ っ て ， こ の 予 言 の 成 就 に 多少 な り と も貢 献 で きた の で は な い

か と思 い ます 。

皆 様 に 私 た ち 夫 婦 の 愛 の 気 持 ち を お 伝 え し た い と思 い ます 。 ３人 の 子

供 た ちは 全 員 結 婚 し， 現 在 １３人 の孫 と， ４人 の 曾 孫 が い ま す 。 孫 の 内 ふ

た りは ， 日本 で 伝 道 し ま した 。 私 た ち は 皆 ， 祝 福 さ れ た 生 活 を送 っ て お

り， 教 会 の 責 任 を忠 実 に 果 た し て い ま す 。

マー ス長老 （右は令嬢の

ペ ギー ・エライアソン姉妹。

東京神殿に て）



ア ン ドラス長老御夫妻

私 は 今 か ら３５年 前 ， 米 軍 の パ イ ロ ッ ト と し て 日本 に 行 き， ．駐 留 軍 人 と し

て １年 間 滞 在 し ま し た 。 そ れ か ら ３年 後 ， 今 度 は戦 後 再 開 さ れ た 日本 伝 道

部 の 最 初 の ５人 の 宣 教 師 の ひ と り と して 日本 に 戻 り， そ の 時 は ３年 間 伝 道

を し ま し た 。 そ して そ れ か ら ７年 後 ， 妻 と私 は ふ た りの 男 の 子 を連 れ て ま

た 日本 を訪 れ ま した 。 伝 道 部 長 と し て 北 部 極 東 伝 道 部 を管 理 す る た め で す 。

そ の 時 の 滞 在 は ７年 に も な り ま した 。 私 た ち の 下 の ３人 の 子 供 は 東 京 生 ま

れ で す 。 そ の 中 で ， 長 男 の ボ ー ン は 日本 札 幌 伝 道 部 ， 次 男 の チ ャー ル ズ は

日本 名 古 屋 伝 道 部 ， 三 男 の ジ ェ イ は 日本 福 岡伝 道 部 で そ れ ぞ れ 伝 道 し， ア

ン ドラ ス 家 族 の 日本 で の 伝 道 年 数 は 合 わ せ て２４年 に もな り ま し た 。

私 た ち の 伝 道 は 以 下 の １２項 目 に ま とめ る こ とが で き る と思 い ま す 。

１． 伝 道 が 大 幅 に 進 展 し た 。

２． 日本 語 の標 準 聖 典 を 発 行 し た 。

３． 韓 国 と沖 縄 に 宣 教 師 が 派 遣 さ れ た 。

４． 東 京 ， 大 阪 ， ソ ウ ル に ス テ ー キ 部 の 基 礎 が 据 え られ た 。

５． 教 会 堂 用 地 の 取 得 が 行 な わ れ た 。

６． 支 部 の 新 設 ・閉 鎖 が 行 な わ れ た 。

７． 地 方 部 や 支 部 に 地 元 の 指 導 者 が 召 さ れ る よ うに な っ た 。

８． メル ケ ゼ デ ク神 権 者 が 大 幅 に 増 え た 。

９． 日本 人 の専 任 宣 教 師 が 多 く召 さ れ た 。

１０． 「聖 徒 の 道 」 な ど の 出 版 を始 め た 。

１１． 日本 と韓 国 に お い て 教 会 が 宗 教 法 人 と して の 規 定 を す べ て 充 足 した 。

１２． 米 軍 人 末 日聖 徒 の 組 織 を作 っ た 。

私 の も と で働 い た 宣 教 師 の 中 で ， １０人 が 伝 道 部 長 に ， そ し て ひ と り （菊

地 良 彦 長 老 〉 が 教 会 幹 部 に 召 さ れ て い ま す 。

私 た ち は １９６５年 に 帰 国 し ま し た が ， 私 は そ の 後 ハ ワ イ の チ ャー チ ・カ レ

ッ ジ と ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ 大 学 で ， カ ウ ン セ ラ ー と留 学 生 ア ドバ イ ザ ー の 職

を歴 任 し ま した 。 教 会 の 責 任 の 方 は ， 高 等 評 議 員 や 神 殿 の ス ー パ ー バ イ ザ

ー （プ ウ ボ ）， ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 学 生 ス テ ー キ 部 の 祝 福 師 な ど を行 な う

特 権 を得 ， １９８０年 ５月 １４日， ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル 大 管 長 に よ り東

京 神 殿 の 神 殿 長 に 按 手 任 命 さ れ ま し た 。

妻 は １９７０年 に よ うや く大 学 を卒 業 ， ハ イ ス クー ル と ジ ュ ニ ア カ レ ッ ジ で

英 語 ・英 文 学 を教 え ま した 。 ま た 『霊 的 な 雰 囲 気 の も とで 行 な う家 庭 で の

性 教 育 』 と題 す る 彼 女 の 講 演 は 好 評 を博 し て い ま す 。 神 殿 長 夫 人 と し て の

按 手 任 命 は マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー 副 管 長 か ら受 け ま した 。

私 た ち の 家 族 の 中 で特 別 に 紹 介 し な け れ ば な ら な い の は ， 長 女 の ト ゥル

ー デ ィー で し ょ う。 彼 女 は 大 学 で 体 育 を専 攻 し， ハ イ ス クー ル と ジ ュ ニ ア

カ レ ッ ジ で ス ポー ツ コー チ を 務 め る ひ と り の 兄 弟 と結 婚 し ま し た が ， 今 か ．

ら １年 前 ， 大 き な 悪 性 腫 瘍 が 胸 に で きて い る の が 見 つ か り ま し た 。 そ して

ち ょ う どそ の 時 ， お 腹 に は 双 子 を 宿 し て い ま し た 。 医 師 は 堕 胎 を し き りに

勧 め た の で す が 娘 は 承 知 せ ず ， キ ン ボ ー ル 大 管 長 の 主 治 医 で あ る ネ ル ソ ン

博 士 の 執 刀 で 腫 瘍 の 摘 出 手 術 を して も ら う こ とに な り ま し た 。 ２週 間 の 内

に ２回 大 手 術 を行 な い ま し た が ， お 腹 の 中 の 子 供 は 奇 跡 的 に 助 か り， そ れ

か ら ４ カ 月半 後 ， か わ い い 瓜 ふ た つ の 女 の 子 を 自然 出 産 す る こ とが で き ま

し た 。 彼 女 は 今 ， 毎 日 ３マ イ ル の ジ ョ ギ ン グ を し， 町 中 の 人 々 を 驚 か せ て

い ま す 。 主 は 確 か に 生 き て お ら れ ま す 。

アンダーセ ン長老御夫妻



ビルス長老御 夫妻（中央は御子息 の「ロンちゃん」）

私 が 日本 で の 伝 道 に 召 さ れ た 時 は ， 伝 道 部 は ま

だ ひ とつ で し た 。 そ れ が 現 在 で は 多 くの 伝 道 部 に

な り， ス テ ー キ 部 も数 多 く設 立 さ れ ， 美 しい 神 殿

さ えあ ります。確 か に 日本 の 地 は 祝 福 さ れ て い ます 。

しか し こ れ は ， 教 会 の 発 展 に 貢 献 した 聖 徒 た ち

す べ て の 働 き が あ っ て こ そ 得 られ た もの で し た 。

私 た ち ビ ル ス 家 族 に は ， ２２人 の 良 き孫 が い ま す 。

男 女 そ れ ぞ れ 半 数 で す 。 「ロ ン ち ゃ．ん 」は ，ペ ン シ

ル ベ ニ ア ・ハ リス バ ー グ伝 道 部 で 伝 道 を終 え た ば

か りで す 。

ロ リは ４歳 の 長 男 を頭 とす る ３人 の 息 子 の 母 親 で す 。 ロ リの 夫 は 日本 で 伝 道 した 帰 還

宣 教 師 （デ ュ ア ン ・テ ィペ ッ ツ ） で す 。 ラ ス と シ ェ リー に は ２人 の 息 子 が お り， ラ ス は

テ キ サ ス州 ダ ラ ス で不 動 産 業 に携 わ っ て い ます 。

ウ ォ ル ター とカ レ ン に は ５ 人 の 子 供 ， ドン と ラ レ ン に は ４ 人の 娘 ， ケ ネ ス と ク リス テ

ィー ン に は ふ た りの 息 子 とふ た りの 娘 ， ラ ン デ ィー と シ ャ ロ ン に は 息 子 と娘 が ひ と りず

つ ． そ して ス コ ッ トと ウ ェ ン デ ィー に は 愛 ら しい ふ た りの 娘 が そ れ ぞ れ い ま す 。

私 は 今 ， ソル トレ ー ク神 殿 で結 び 固 め 執 行 者 と して 奉 仕 し て お り， 妻 は 扶 助 協 会 で 教

え ， ま た オ ル ガ ン の 伴 奏 を し て い ます 。 長 男 の ウ ォ ル ター も私 と 同 じ 召 し を受 け て 働 い

て い ます 。

私 た ち は 日本 で の 素 晴 ら し い 経 験 を 決 し て 忘 れ ま せ ん 。 皆 さ ん 方 立 派 な教 会 貴 の 方 々

と の 交 流 も決 して 忘 れ ま せ ん 。

岡 崎 姉 妹 と私 は ， こ れ ま で と 同 じ よ うに 主 か ら

豊 か な 祝 福 を い た だ い て お り ます 。 健 康 に 恵 ま れ ，

教 会 で も職 業 で も祝 福 さ れ て い ます 。 私 た ち 夫 婦

は 今 年 の ６ 月 に ， ３２回 目 の 結 婚 記 念 日 を祝 い ま し

た 。 ま た ， ソル トレ ー ク神 殿 で 結 び 固 め を受 け て

３０年 過 ぎ ま した 。

岡 崎 姉 妹 は今 ， ホ リー ・ヒル ズ小 学 校 で 校 長 を

務 め て い ます 。 日本 で の 伝 道 後 ， 教 職 の 傍 ら， 修

士 号 を取 得 し ま した 。

私 は 現 在 ， 合 衆 国 政 府 の デ ン バ ー 地 区 教 育 部 で

コ ン サ ル タ ン トを し て い ま．す。

私 た ち は 教 会 で は ，

麟

岡崎長老御家族

ス テ ー キ 部 ス ペ シ ャ ル イ ン タ レ ス トの た め に 責 任 者 と し て 働 い て

い ま す 。 ス テ ー キ 部 内 の 各 ワ ー ド部 の スペ シ ャ ル イ ン タ レ ス ト ・プ ロ グ ラ ム を強 化 す る

の に 多忙 で す 。

私 は ま た ， 地 区 代 表 の 下 で 家 庭 と家 族 組 織 担 当 の 地 区 ス ペ シ ャ リス ト を務 め て い ま す 。

長 男 の ケ ネ ス は ２７歳 で 独 身 ， 現 在 ユ タ大 学 で 法 律 を 学 ん で い ま す 。

ロ バ ー トは ２６歳 ， ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ大 学 で修 士 号 を 取 得 し， 現 在 ， ＩＢＭ で シ ス テ ム エ

ン ジ ニ ア と して 働 い て い ま す 。

ロバ ー トは 学 校 を卒 業 し， 間 も な く結 婚 の 予 定 で す 。

息 子 た ち は ， ケ ネ ス が ブ ラ ジ ル の サ ンパ ウ ロ ， ｐバ ー トが 日本 名 古 屋 伝 道 部 で働 き ，

立 派 な 息 子 た ち で す 。 私 た ち夫 婦 は ， 彼 らの こ とで 大 き な 喜 び を 感 じて い ます 。



堀内長老御夫妻

全 世 界 の 人 口 の 半 数 以 上 を 占 め る ア ジア は ， 棉 音 の メ ッセ ー ジ を

待 っ て い ま す 。 そ の 中 で ， 日本 の 聖 徒 た ち は 大 き な役 割 を果 た す こ

とが で き ま す 。 ア ジ ア に お け る伝 道 活 動 を推 し進 め る に 必 要 な 自由

と経 済 的 な 基 盤 が あ る の は ， 日本 の 国 だ け で す 。

そ の た め に は 力 強 い 会 員 を増 や し， よ く訓 練 され た 献 身 的 な 指 導

者 を 育 て ， 強 い 支 部 ， ワ ー ド部 ， ス テ ー キ部 を待 つ こ とで す 。 も ち

ろ ん ， そ の 根 底 に は堅 固 な 家 庭 が な け れ ば な り ませ ん 。

私 た ち は こ の よ うな 考 ．え方 の 下 に， 多 くの 事 柄 を行 な い ， 活 動 し

て き ま した 。

奉 仕 す る機 会 を得 た こ．と は 確 か に心 を 満 た さ れ る素 晴 ら し い 経 験

で した 。 しか し そ れ 以 上 に ， 私 た ち が 伝 道 地 で知 り合 っ た 人 々 が そ

の 後 も働 き続 け ， ま た 共 に 奉 仕 し た ３００名 近 い宣 教 師 た ち が 進 歩 成

長 を遂 げ て い る姿 に ， こ の 上 な い 喜 び を覚 え る もの で あ り ま す 。

伝 道 後 ， 私 た ち 夫 婦 は 共 に ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ大 学 で 教 鞭 を執 っ て

い ま す 。 妻 は 日本 語 ， 文 学 ， 書 道 を教 え ， 私 は 地 理 学 部 とア ジ ア 研

究 プ ロ グ ラ ム で 教 え て お り， 地 理 学 部 長 を務 め て い ま す 。

教 会 で は ， 妻 は 扶 助 協 会 で の 責 任 ， 私 は 宣 教 師 訓 練 セ ン ター で 支

部 長 を務 め て き ま し た 。（先 日， こ の 責 任 を解 か れ ま した ）

魚 釣 りの 好 き な 私 は ， 相 変 わ らず 釣 り を楽 し ん で い ます 。

「光陰矢の如 し」 とか 申しますが， 日本中央伝

道部での祝福 された ３年間の伝道 を終 えて早 ７年

が経 ちました。「聖徒の道」 を通 して皆様にお便 り．

できます ことを心よ り感謝 してお ります。

帰国後は主の豊かな祝福 を受 けてソル トレーク・

シテ ィーに住み， また総大会 ごとに 日本からの神

権指導者の方々をお迎 えす る素晴 らしい機会に恵

まれてお ります。愛す る指導者や兄弟姉妹の皆様

が続 けて主あ王国建設に活発に参加 され働 いてお

られる様子 を見聞 きし非常に うれ しく思ってお り

ます。 清 水長老御家族

私 た ち家 族 は 皆 教 会 で 色 々 な 機 会 に 恵 ま れ ， 成 長 の 道 を 楽 し く歩 ん で ま い り ま し た 。

４人 の 息 子 た ち は そ れ ぞ れ 祭 司 ， 教 師 と な り， ８歳 の 四 男 は 長 兄 か らバ プ テ ス マ を受 け

る た め に 準 備 して い ま す 。 姉 妹 は 子 供 の 養 育 に あ る 傍 ら ， １９７４年 以 来 扶 助 協 会 中 央

管 理 会 の 一 貝 と し て ， 忙 し く奉 仕 し て い ま す 。 私 は 帰 国 以 来 ， 大 祭 司 グ ル ー プ リー ダ ー ，

高 等 評 議 員 ， 監 督 の 召 し を 果 た し， 現 在 は Ｙ Ｍ 会 長 と し て 青 少 年 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し て

お り ま す 。

聖 句 に あ る如 く， 福 音 は 全 日本 が ま た 全 世 界 が イ エ ス ・キ リ ス トは こ の世 の 救 い 主 で

あ る と知 る ま で ， 止 ま る こ と な く述 べ 伝 え られ る の で す 。 日本 の 皆 さ ん ， 共 に 主 の 王 国

を 日本 中 に 築 き上 げ る た め に 続 け て 頑 張 ろ う で は あ り ませ ん か 。
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愛 す る 兄 弟 姉 妹 の 皆 様 ， ア ロ ー ハ

日 本 の聖 徒 た ち が 素 晴 ら しい 進 歩 成 長 を して い

ます こ と を， 心 か ら喜 ん で い ます 。 時 の 経 つ の は

早 い もの で ， 私 た ち が 日本 札 幌 伝 道 部 か ら帰 っ て

も う ５年 に な り ます 。

キ ャ ロ ル ・ ミツ コ は １２歳 ， 小 学 校 ６年 を終 え ま

し た 。 学 校 が 大 好 き で ， 水 泳 や 自転 車 乗 り， 音 楽

や 演 劇 を 楽 しん で い ます 。

エ バ ン ・メ グ ム は １３歳 で す 。 自転 車 乗 りや レ ス

リン グ， 水 泳 に 興 味 を持 ち， チ ェ ロ の レ ッ ス ン を

受 け始 め て １年 以 上 で す 。

妻 の グ レー ス ・キ ヨ コ姉 妹 は， ス テ ー キ部 扶 助 協 会 の 訪 問 教 師 メ ッ セ ー ジ指 導 者 を務

め ， ワ ー ド部 ス カ ウ テ ィ ン グ委 員 会 の 委 員 ．で もあ り ます 。

私 は １９７８年 １２月 以 来 ， ス テ ー キ部 長 を務 め て 現 在 に 至 っ て お．り ます 。

私 た ち は 日本 を な つ か し く思 っ て い ます 。 ３年 間 の 生 活 を送 っ た こ と で， 故 郷 の よ う

に 感 じ て い ます 。

１９７３年 に伝 道 部 長 と し て 召 さ れ た 時 ， 予 言 者 か ら， 家 族 を 見 つ け て 教 え る よ う に と言

わ れ ま し た 。 当 時 は 日本 の こ と を そ れ 程 知 りませ ん で し た か ら， 予 言 者 の 言 わ れ る 通 り

に ， 宣 教 師 た ち に 指 示 を 出 し ま し た 。 そ の 結 果 ， 最 初 は 少 な か っ た に もか か わ ら ず ， 結

局 は ４８の 家 族 を福 音 の 下 に 導 く こ とが で き た の で す 。 そ し て ， 幾 つ も の 支 部 に 分 け る こ

とが で き ま し た 。

こ の よ う な 予 言 者 の 勧 告 が ， 現 在 の 札 幌 に お け る ふ た つ の ス テ ー キ部 を 生 み 出 し た の

で す 。 忠 実 な 宣 教 師 た ち の働 きに 感 謝 し て い ます 。

日本 の 伝 道 開 始 ８０周 年 をお 祝 い 申 し上 げ ま す 。

現 在 日本 で は 伝 道 活 動 が 非 常 に 成 功 して い る と聞

い て い ます 。 実 に 喜 ば し い こ と だ と思 い ます 。 思

い ます に ， 東 北 地 方 の 教 会 貝 や 愛 す る 宣 教 師 た ち

との ３年 間 の 思 い 出 に は 感 慨 深 い も の が あ り ます 。

そ の よ う な素 晴 ら し い 経 験 を得 させ て 下 さ っ た 主

に 感 謝 し て い ます 。

伝 道 を終 え て ４年 に な り ま す が ， こ れ ま で に 教

会 の 史 跡 を方 々 訪 れ ， ま た 野 外 劇 も数 々 見 て き ま

し た 。 そ の 間 ， ふ た り 目の 孫 の 誕 生 で 娘 を手 伝 う

た め ， ７カ 月 間 ワ シ ン トン Ｄ ．Ｃ ．で 暮 ら し ま し た 。

退 職 し てか ら何 年 に も な る 昨 今 ，

照屋長老御夫妻

私 た ち は 気 ま ま な 日々 を 楽 しん で お り ま す 。 私 は テ

ニ スや 熱 帯 植 物 の 栽 培 に 外 忙 で ， 妻 は 陶 器 造 り を新 し い 趣 味 に して 張 り切 っ て い ま す 。

私 は 今 ， 大 祭 司 ク ラ ス と福 音 の 教 義 ク ラ ス で教 え て お り， 旧約 聖 書 を 学 び 直 し て い ま

す 。 実 に 恵 まれ た 生 活 で ， 聖 典 か ら 感 銘 深 い 事 柄 を 教 え られ るの で 感 謝 して い ま す 。

妻 は ワ ー ド部 ホ ー ム メ ー キ ン グ教 師 と， ス テ ー キ 部 食事 ス ペ シ ャ リス トを 兼 務 して い

ます 。 台 所 で の 食 物 の 試 作 が 多 く， 宣 教 師 に そ れ を 食 べ て も ら う こ と を 楽 しみ と して い

ます 。

人 生 で 喜 び と成 功 を勝 ち取 る に は ， 完 全 に 福 音 に 従 っ た 生 活 を送 る こ と で す 。 日本 の

皆 さん が いつ も教 会 内 で ふ さ わ し い 奉 仕 を．し，．終 わ ．りま で 耐 え 忍 ぶ こ と が で き ま す よ う に 。



佐藤長老御夫妻

日本 名 古 屋 伝 道 部 が 開 設 さ れ た こ とは ， 私 た ち

に と っ て 特 権 で あ り祝 福 で あ る と 同 時 に ， 大 き な

チ ャ レ ン ジ で し た 。 とい うの は ， 私 自 身 ， 伝 道 部

の 管 理 運 営 方 法 を ま っ た く知 ら な か っ た か ら で す 。

し か し前 任 者 の 方 々 が 親 切 に 助 け て 下 さ い ま し た 。

ま た ， 日本 の 聖 徒 た ち は 協 力 的 で誠 実 で あ っ て ，

才 能 も豊 か で ， よ く支 持 して 下 さ い ま した 。

伝 道 部 が 発 展 す る に つ れ て ， 日本 の 聖 徒 た ち を

愛 す る私 た ち の 気 持 ち も深 ま り， も っ と長 く一 緒

に 居 た い と思 う よ う に な り ま した 。

伝 道 部 で の 経 験 は 素 晴 ら し い も の で した 。 教 会

員 が 増 し た 一 方 で ， 幸 い に も， 聖 徒 た ち の た め に 教 会 堂 建 設 用 地 を何 カ所 か 購 入 す る こ

とが で き ま し た 。 関 係 者 の 方 々 に 感 謝 し て い ます 。

当 時 の 私 の 心 か ら の 願 い は ， 聖 徒 た ちが 主 の み た ま に あ ず か り， 平 安 と安 息 を得 る こ

との で き る ， 心 地 良 い 教 会 堂 を 建 て る こ とで し た 。 そ し て ， 幾 つ か の 支 部 で そ れ を達 成

し， 教 会 堂 を建 ゼ る こ とが で き た の で し た 。 こ の こ とは ， 私 に とっ て忘 れ が た い 大 切 な

思 い 出 と な っ て い ます 。

私 た ち の 伝 道 は 学 習 の 時 期 ， 改 宗 の 時 期 ， 自 ら福 音 の 中 で成 長 し， 他 の 入 々 が 主 の み

業 の 中 で 進 歩 成 長 す る の ．を 見 守 る 洗 練 の 過 程 で し た 。

私 は 天 父 が 実 在 し， 私 た ち を 見 守 っ て い て 下 さ る こ と を 知 っ て い ま す 。 そ し て ， イ エ

ス ・キ リ ス トは世 の 救 い 主 で あ る こ と も知 っ て い ます 。

私 た ち は 土 曜 日に 召 し を 受 け ， ３ 日後 の 水 曜 日

に は 福 岡 に 向 け て 東 京 の 地 を 後 に し ま し た 。 私 た

ち の 教 会 で の 召 しは ， い つ も こ の よ うな 調 子 で す 。

伝 道 部 長 と して の 任 務 に 就 い て最：初 に 心 に 強 く

感 じ た の は ， 家 族 を改 宗 し な け れ ば な ら な い と い

っ こ とで した 。 若 い 人 た ち は ， 改 宗 して も学 校 を

終 え る と大 都 市 に 転 出 し て し ま うか ら で す 。 私 た

ち の こ の 家 族 中 心 の 伝 道 に よ っ ．て， 経 験 の 豊 か な ，

社 会 的 に も 大 き な 影 響 力 を持 っ た 方 々 が バ プ テ ス

マ をお 受 け に な り ま し た 。

あ る 方 は 県 の職 員 で，

理 を探 し求 め て い た 人 で した 。

レ ッ ス ン の 後 数 日で 改 宗 され ま した 。 そ れ ま で ２０年 もの 間 ， 真
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プ ロ テ ス タ ン ト教 会 の 役 員 の 方 も い ら っ し ゃ い ま し た 。 こ の 方 は 初 め か ら こ の 教 会 が

真 理 で あ る こ と を わ か っ て お い で で し た が ， 教 会 に 入 るの を た め ら っ て お ら れ ま し た 。

しか し あ る 家 庭 集 会 で 強 い み た ま の 導 き と証 を 得 ， す ぐに バ プ テ ス マ を受 け られ ま し た 。

こ の 方 は 今 ， 地 方 部 長 を し て お ら れ ま す 。

私 た ち は ， 伝 道 期 間 中 に 神 の 力 の 現 わ れ を数 多 く 目 に し ま した 。 あ るふ た りの 宣 教 師

は 日豊 本 線 の 列 車 脱 線 転 覆 事 故 に 巻 き 込 ま れ ま し た が ， 彼 ら の 前 の 席 に す わ っ て い た 人

を は じめ 多 く の犠 牲 者 が 出 た 中 で ， 彼 らふ た りは 奇 跡 的 に 守 ら れ ま した 。

私 た ち は ， こ う した 数 タ の 経 験 を通 して 主 の 暖 か い み た ま に 触 れ る 機 会 が あ り ま した

こ と を 心 か ら 感 謝 致 し て お り ます 。



私 た ち 夫 婦 は い つ も， 阪 神 地 方 に イ エ ス ・キ リ

ス トの福 音 を 広 め た 思 い 出 と経 験 に つ い て 語 り合

い ます 。

帰 米 して か ら， 私 た ち の 生 活 や 家 族 に い ろ い ろ

な 出 来 事 が 起 こ り ま した 。 札 幌 で の 伝 道 を終 え た

長 男 の ケ ビ ン が ， ハ ワ イ神 殿 で 結 婚 し ま し た 。 そ

して 今 ， キベ ッ テ とい う 名 の １歳 の 娘 が い ま す 。

ケ ビ ン は ハ ワ イ 大 学 を卒 業 し ， 今 年 就 職 で す 。

長 女 の ノ リー ン は今 ， ハ ワ イ 大 学 で 日本 語 を専

攻 し て い ます 。 来 年 卒 業 し た ら， 伝 道 に 出 る 予 定

で す 。
赤木長 老御家族 （中央はお孫 さん ）

末 の 息 子 の ジ 手 イ は 大 学 生 とな り， 伝 道 に 出 る準 備 を して い ます 。

私 の 妻 の ジ ー ンは ， ス テ ー キ部 初 等 協 会 第 二 副 会 長 と し て 熱 心 に 働 い て い ま す 。 ま た ，

ヵ ブ ス カ ウ ト も責 任 の ひ とつ と して 楽 し くや っ て い ます 。

私 は ス テ ー キ 部 高 等 評 議 貝 を務 め ， 伝 道 活 動 を担 当 し て い ま す 。

私 た ち は． 日本 神 戸 伝 道 部 で 奉 仕 で き た こ と を感 謝 して い ま す 。 福 音 を受 け 入 れ た 人

人 の 生 活 に 多 くの 祝 福 が 注 が れ た の を 目 に し， さ ら に 彼 ら が 王 国 の 発 展 に 貢 献 す る 姿 を

見 て き ま した 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 福 音 に対 す る証 を 強 く し た 立 派 な 方 々 と交 わ れ て う

れ し く思 っ て お りま す 。 す べ て の 方 々 が イ エ ス ・キ リス トの 福 音 を 恥 とせ ず ，．山 の 上 の

あ か り とな る よ う願 っ て い ます 。 皆 様 に ， 主 の 格 別 な祝 福 が ご ざ い ま す よ う に 。

プライス長老御家族

私 は これ ま で に ２０年 間 ， 美 し い 日本 で 暮 ら し ま し た 。 そ の 間 ，

２度 ， 日本 で 伝 道 の 業 に 携 わ り ま し た 。 そ の た め ， 日本 の 聖 徒

た ち に 特 に 親 しみ を感 じ て い ま す 。

第 二 次 世 界 大 戦 後 の １９４７年 ９ 月 に ， 私 は 日 本 で伝 道 す る 戦 後

初 の 宣 教 師 と して 召 しを受 け ま した 。１９２４年 以 降 ，日本 に 宣 教 師

は 送 ら れ て い な か っ た の で す 。 そ し て パ ス ポ ー ト と ビ ザ の 交 付

を待 っ て い る 間 に， さ ら に ４ 人 の長 老 た ち が 召 さ れ ま し た 。 こ

う し て １９４８年 ６月 に ．私 た ち は そ ろ っ て 横 浜 港 に 到 着 したの で す 。

私 た ちが 伝 道 を 開 始 し た 頃 ， 伝 道 前 の 訓 練 な ど あ り ませ ん で

し た し， レ ッ ス ン プ ラ ン も， チ ラ シ もあ り ませ ん 。 そ の た め ，

日 本 語 に は と て も苦 労 し ま し た 。 そ れ で も， 現 在 指 導 者 と な っ

て い る 立 派 な 方 々 を， 聖 霊 の 導 き に よ っ て ， 福 音 の 下 に 招 く こ

とが で き ま した 。

そ の 後 ， １９７６年 ４ 月 に 日本 東 京 伝 道 部 を管 理 す る 召 し を受 け ，

そ れ ま で勤 め て い た 合 衆 国 政 府 の仕 事 を辞 め ま した 。 そ の ３年

間 の 伝 道 を１９７９年 に 終 え， 今 ， 私 た ち 夫 婦 は た び た び 神 殿 へ 行

っ て い ます 。 ま た ふ た り と も， 日曜 学 校 の 教 師 を し て い ます 。

私 た ち に と っ て ， 年 に ２度 の ， か つ て の 宣 教 師 との リユ ニ オ

ン は 大 き な 楽 し み で す 。

私 た ち夫 婦 は 毎 日， 少 な く と も ３キ ロ 走 り ます 。 豆 腐 も よ く

食 べ ます 。 そ し て 今 ， 私 は ア ジ ア で の 経 験 談 を執 筆 中 で す 。

い つ も 日本 の 聖 徒 た ち の た め に お 祈 り し て い ます 。



私 た ち が 家 族 と して ， 日の 出 ず る 麗 し い 国 で福

音 伝 道 の 業 に 携 わ れ た こ とは ， 実 に 素 晴 ち し い機

会 で あ り， 特 権 で した 。 そ の こ と に 対 す る感 謝 の

気 持 ち は ， 言 葉 に 表 わ せ ませ ん 。

私 た ち は 今 で も家 庭 の 夕 べ で霊 的 な 経 験 を 分 か

ち 合 い ， 天 父 へ 感 謝 を述 べ て い ま す 。

長 男 の ア ル ドン ・．カ タ ユ キ は 現 在 ， ５歳 の 娘 と

２歳 の 息 子 の 父 親 で ， １１月 に も う ひ と り子 供 を 授

か る予 定 で す 。 ア ル ドン は ， ハ ワ イ の 管 理 監 督 会

地 域 管 理 本 部 で ， 地 域 財 務 部 長 を務 め て い ます 。

次 男 の デ ィ ー ン ・カ タ ヨ シ は １９７２年 か ら１９７４年

名
幸
長
老
御
家
族

ま で 北 海 道 で 伝 道 し， 今 ， プ ロ ボ の ブ リガ ム ・ヤ ン．グ大 学 で学 ん で い ま す 。 ま だ 独 身 で

す 。

３男 の ケ ビ ン ・カ タ ミツ は １９７５年 か ら １９７７年 ま で 日本 仙 台 伝 道 部 で 働 き， １９８０年 に ブ

リ ガ ム ・ヤ ン グ大 学 ハ ワ イ 校 を卒 業 し， 結 婚 し て ユ タ州 オ ー レ ム に 住 ん で い ます 。

４ 男 の ケ イ ス ・カ タ シ は １９７６年 か ら１９７８年 ま で 日本 福 岡 伝 道 部 で 伝 道 し， 現 在 ， ブ リ

ガ ム ・ヤ ン グ 大 学 ハ ワ イ校 に 通 っ て い ま す 。 ま だ独 り身 で す 。

５男 の ラ ン デ ィ ー ・カ タマ ツ は １９７７年 か ら １９７９年 に 日本 東 京 南 伝 道 部 で 働 き， 兄 の ケ

イ ス と同 じ学 校 に 通 っ て い ま す 。

私 た ち は 伝 道 中 の こ と を考 え て み る と， 皆 さ ん 日本 の 聖 徒 た ち か ら得 た 霊 的 な 経 験 は

非 常 に 大 きな もの が あ り ます 。 そ の こ と に 対 し て は 感 謝 の 言 葉 も あ り ませ ん 。

主 の 豊 か な 祝 福 が ， 常 に 皆 様 に 注 が れ ます よ う に 。

鈴
木
長
老
御
家
族

与 え ら れ た聖 な る 召 し を心 か ら感 謝 致 して お り

ま す 。 私 た ち の 伝 道 に つ い て 考 え て み ます と， 以

下 の ５点 に 集 約 さ れ る の で は な い か と思 い ます 。

１． 「汝 ら 主 の 器 を も て る も の は 潔 くあ れ 。」 伝 道

は 主 の 業 で あ り， み た ま の 導 きが 必 要 で す 。 私 た

ち は 全 宣 教 師 に ， あ ら ゆ る 罪 か ら 身 を 清 め て み た

ま を受 け る に ふ さ わ し くな れ る よ う に 言 い ま した 。

２． 祈 り。 ア ル マ ８ ：１０を読 ん で い た 時 ， 私 は祈

りが 必 要 で あ る との 霊 感 を 受 け ま し た 。 そ こ で伝

道 部 全 体 で， 毎 朝 ６時 半 に祈 り を捧 げ ま し た 。 こ

の こ とか ら全 北 海 道 に 主 の 強 い み た ま が 注 が れ た こ とは 言 う ま で も あ り ませ ん 。

３． 家 庭 集 会 は み た ま の 導 き を よ く受 け た 状 態 で行 な う よ うに し， 初 め て の 集 会 か ら戒

め の レ ッ ス ン を行 な う よ うに し ま し た 。 そ の 結 果 ， ２回 目の 集 会 を約 束 し た 家 族 の 半 教

以 上 が バ プ テ ス マ を受 け ま し た 。

４ ． 会 員 との 協 力 。 こ れ は 教 会 員 か ら紹 介 を受 け る 上 で ， ま た 新 会 員 の 定 着 率 を 高 め る

上 で 欠 くこ と の で き な い もの で す 。

５． 私 た ち は ， バ プ テ ス マ を受 け た 人 が 実 際 に 自分 の 生 活 を 変 え て い く よ う に チ ャ レ ン

ジ し ま し た 。 そ の 結 果 ， 教 会 貝 で な か っ た 伴 侶 を模 範 を通 し て 改 宗 に ま で 導 く人 が 続 々

と 出 て く る よ うに な り ま した 。 ’

最 後 に ， 私 た ち は 共 に 一 生 懸 命 働 い て 下 さ っ た ４４５名 の 宣 教 師 の 方 々 に 心 か ら感 謝 致

し ま す 。 主 が 生 き て お られ る こ と を 心 か ら証 致 し ま す 。
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羅 羅鰯
青春時代の伝道の 日々 それは体験者に とっては生涯忘れ得ぬ喜

びの記録 である。今， その体験を持つ ６人の兄弟姉妹に当時のなつ

か しい思 い出の数々を大いに語って もらった 。

司 会 本 日はお集 まりいただ きましてあ

りが とうございます。 日本における伝道８０

周年 を記念 して， ここに座談会 を開 くこと

になったわけですが， きょうは伝道の経験

をお持 ちの皆さんに，かつての素晴 らしい

体験をきたんな く語 り合っていただこうと

思っています。

皆さんの中で最 も古い経験をお持 ちの ク

リステンセ ン兄弟を トップバ ッターに，伝

道に召された時期 と任地についてお伺い し

ましょう。

クリステンセン １９５７年の ３月から１９５９年

◇ 〈診く診
天 野郁 子 ・旧姓安達 （川越 ワー ド部 ）

石 坂 晃 一 （恵比寿ワー ド部 ）

神 田亜 美 ・旧姓 伊藤 （東京第６ワー ド部）

ネ ッ ド・Ｌ・ク リステ ンセン（東京 第１支部 ）

鳥越 香 ・旧姓 村杉 （東京第５ワー ド部 ）

増 井 重 之 （東京第６ワー ド部）

五十音順 ，敬 称略

司 会 「聖 徒 の 道 」編 集部

の１０月ごろまでで した。最初が高崎で，そ

れか ら柳井， そして新 しい支部 を開 くため

西宮に行 きました。その他，東京の池袋か

ら新潟 まであちこち回 りました。北海道へ

も行 きましたので日本 中をだいたい回った

感 じにな ります。

、石 坂 私は１９６６年 １２月か ら１９６８年１２月ま

でです。もっともそれ以前に建築宣教師を

していましたので，私には ２回目の伝道 と

い うことにな りますか。最初 は東京の中央

支部で した。

天 野 私 もその時代で１９６７年か ら６８年の

問でした。最初は東京で，それか ら名古屋，

大阪， また東京 というようにだいたい ４カ

所で伝道 しまじた。

神 田 私 は天野姉妹 より少 し遅 い時期で

す。ちょうど姉妹宣教師の任期が １年半か

ら２年に変わった時でした。初め， １年半

のつも りで召 されたのが途 中で ２年 に変わ

りまして……。 とにか く私は転任がけ っこ

うあ りました。初めに天野姉妹 と同僚にな

りました。その後，仙台や札幌 というよう

に北の地 を回 りました。

ク リステンセン 転任 というのは楽 しいで

４８



すけ ど， とても大変なんです よね。私 の場

合，高崎か ら柳井 まで行 くのに３０時間もか

か りました。二等の寝台車でした。そ う，

まるで棺の中にいるみたいでした。（笑）狭

い上段 のベ ッ ドで したから，足 を折 り曲げ

るのが大変でしたよ（笑 ）

司 会 転任 もいろいろ と苦労 しますね。

伝道部がひとつ しかなかった当時の 日本の

教会の実状が よくわか るような気が します。

神 田 整が伝道に召された時 も伝道部は

ひとつしかあ りませ んで した。途 中でそれ

がふたつに分かれ，伝道部長がふた りにな．

りました。私はそのひ とつ 日本伝道部に行

くことにな りました。

石 坂 ひ とつ しかなか った伝道部 とい う

のは北部極東伝道部のこ とですね。 なつか

しい名前 です。 日本 人の男性宣教師は２年

間，外人の場合は ２年半 の任期 でした。そ

の当時は言語訓練センターの ような ものが

ありませ んので，外人の宣教師はまった く

のなけ無 しの 日本語で日本の地 に立ったわ

けで……皆，必死だったと思います よ。私

も転任は よくしました。福 島か ら雪の新潟，

それから熊本 といった具合に……。

増 井 （まわ りを見なが ら）私はこの中

で一番若輩のようですね……。私が伝道 し

たのは，１９７０年か ら７２年 にかけてです。 日

本伝道部 に召され ましたか ら，神田姉妹 の

後輩にな りますか。そこで関東 甲信越，東

海地方 と，地方だけを回 りました。（笑）沼

津，諏訪，いわき，新潟，松本，三条，長

岡な どを巡回しまして最後に足利で命が果

てたわけです。（笑）

鳥 』越 私は，１９７７年の ４月１３日か ら１９７８

年 の１０月１４日までです。神戸伝道部に召さ

れました。最初が大阪で，豊 中，姫路， 明

石，神戸 と回 りました。この中では私が一

番遅 く伝道 を終えたようですね。改宗 しま

したのは１４年前で，ずいぶん古いのですが，

その時の私の宣教師が非常に立派な方で，

今で もよく覚 えています。私が伝道に出よ

うと思 ったのも， その宣教師の ようになり

たいと思 ったか らなんです。

伝道にか りたてられた心

司 会 宣教師の良い模範が鳥越姉妹にと

って伝道にでるひとつの動機 となったわけ

ですね。伝道の動機が 出た ところで他の方

方に もそれにつ いてお聞 きしてみましょう。

石 坂 私 さっきも言い ましたが，建築

宣教師にでてい まして，それが終ろうとし

ていた時， 「伝道に出ようかな」ってある兄

弟に話 したんです。する と 「もし本当に出

るのだった らスポンサーになってあげまし

ょう」 というこ とで……。 その時はもっ，

９９％ 「じゃ，出ましょっ」 と言 っこ とに。

（笑 ）なに しろ，建築宣教師でしたのでお金

は全然ないわけで，だれかの助 けがなけれ

ば出 られなかったんです。

増 井 そ うですね。私の場合，大学 を中

退 しまして ３年間働 きました。仕事の関係

で新宿に事務所 を出した りしたものですか

ら，手持 ちがありませんでした。そんな時

に，召 しが来たんです。で もとにか く今す ぐ

出ない とチャンスは無い と思 いまして・…・・

それで当時のビルス伝道部長 を通 じてオレ

ゴンの大祭司定 員会のグループの方々にス

ポンサーになっていただ きまして，や っと

伝道に出ることがで きました。本当に今で

もその方々に感謝 しています。

石 坂 伝道のチャンスがあったら絶対に

逃が した くないと思 いました。 自分たちの

同胞に伝道 したい といつ も感 じておりまし

たか ら。

神 田 私 バプテスマを受けたばか りの

頃， いろいろな人を見ましたけれ ども宣教

師が一番輝いているんですね。自分も人々

に福音 を宣べ伝 えてそんな宣教師のように

４９



な りたいなあと内心思 っていました。

司 会 いろいろ動機があると思いますが，

神田姉妹の場合 はす ぐ決心がつ きましたか。

神 田 私 の場合，バ プテスマ を猛反対の

中で受け ましたので，伝道に出るなんて考

えて もみ ませんでした。で もあ る時，ふっ

と 「伝道に出たい」 と心に感 じたんです。

それから夢 中で突 っ走った とい う感 じです。

で も，両親の許可 を得 るまでかな り時間が

かか りました。ほん とに大変でした。

天 野 皆さんは苦労 されたんですね。私

は身内の兄弟が皆，教会貝でしたので……。

そういう意味では恵まれていました。それ

にフルタイムに出る前に地方部宣教師 をし

ていましたのでほ とん ど抵抗 な く伝道に出

られました。

増 井 私の場合，動機は と聞かれても非

常に難 しいんですけど， いつのまにか出た ．

いという気持 ちになって，お祈 りす るたび

に 「出なさい，出なさい」 って心に訴える

んですね。だか らあれは もう出ざるを得な

かったわけですね。（笑 ）

鳥 越 私 も増井兄弟 と似ているんです。

教会に集 うようになってか ち伝道は 自分に

与え られた使命だ，なんて気持 ちが して く

るんですね。いつか は出な くちゃと思 うよ

うになっていました。

クリステンセン 素晴らしい経験ですね。

私の場合は， 日本語 の経験が全 然ありませ

んか ら， ３年間， どうしようか と思いまし

た。私の友 人のお父さんは，召 しをもらう

前に 「どこへ召されてもいいですけれど・も，

日本にだけは行かないように」 （笑）と言い

ました。それか ら召 しの手紙 を受け取 ると

「北部極東伝道部」 だったので……
。（笑）

でも，いい時代 でした よ。１ドルが まだ３６０

円の時でした。 １ヵ月１万 ８千円で生活で

きました よ。

石 坂 時代の差 を感 じますね。その頃は
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今 とてんで違いますよ。 まかないをして下

さる 人がいたんです よ。 ４人か ５人の宣教

師を。

クリステンセン 毎 日，お手伝 いさんに靴

をみがいてもらって，．食事 もおいしかった

です よ。もちろん麦は必ず食べ ましたけど。

（笑）で も私は時々，御飯 を食べ ました。砂

糖 をかけて……（笑）

司 会 まあ，食事につ いては，特に外人

宣教師にはいろいろなエピソー ドがあ りそ

うですね。御飯にバ ターや牛乳 とか カレー

ライスにマ ヨネーズをかけ るとか……（笑）

増 井 そんなこともあ

りましたね。ほんとに楽

しい思い出です。 日本人

には， 食べ物の苦労はあ

りませ んが，別の面での

不安や心配が ありました。

私は伝道前，．「伝道に出

て もいいですけど，帰 って来たら不安 です。

どうなっているか分か らないので」 と言っ

たこ とがあ りました。その時， ちょうど東

京西支部の支部長 をなさっていて，私 のホ

ームティーチングの先輩同僚 だった菊地長

老 （日本 ・韓国地域代表役員）が 「そんな

ら増井兄弟，出ない方がいいよ。そんなこ

と心配す るんだ．ったら出ない方がいいよｄ

って言われたんです。それが グサ リと胸に

突 き刺 さ りまして，本当に神様 にすべてを

ゆだねて伝道に出よ うと決心できたんです。

伝道の準備 にあたって

司 会 や はり， 多くの苦労や不安 という

ものはそれぞれあるものですね。で もそれ

をの り越えて伝道の決心 をす る時にこそ，

素晴 らしい経験 と祝福が待 っているわけで

すね。では次に皆さんに伝道に出るために

準備されたことについてお聞きしてみたい

と思います。



鳥 越 そ うですね。私は伝道に出た時が

３４歳でしたが……。だか ら体力的に若い宣

．教師について行け るか どうか，それだけが

心配でした。体力 をつけるために，少 しで

も多く歩 くことに しました。早朝，勤務先

の近 くの皇居の周 りを歩いたこ ともあ りま

す。

石 坂 私はどちらか と言 うと，財政面で

の問題ですね。小松長．老に相談 しましで 少

しでも働 くのは良いか もしれない」 とア ド

バ イスされ，約半年，働 きました。い くら

スポンサーを見つ けて下 さると言って も少

しは 自分で貯めたいと思い ました。これは

後々，残る問題ですか らね。自分たちの孫

に 「お じいちゃんも貯めたんだか らおまえ

たちも何 としてでも伝道資金 を作れ」 とい

っよっなこ とが言 えるわけですよ。 自分で

できる限 りの ことをや って，それか ら助け

を受け るのな ら，それはそれで良 いと思い

ました。 もちろん霊的準備だけは， 自分 自

身でや らなければ， どうしようもあ りませ

ん。これは当然のこ とですか らね。

増 井 霊的準備 として，私は福音の知 識

を体系的に身につけようと思って， その当

時発行されていた教会の本 を全部読破 しま

した。でも，後で気がつ いたんですけ ど，

非常に深 い知識 というものは伝道にはあま

り必要 なかったんです。福音の原則や悔 い

改めを宣べ伝 えるのが宣教師の任務ですか

らね。

神 田 私の問題は親の説得で した。 とに

か くバプテスマの時でさえ猛反対 でしたの

で， どうした ものか といろいろ考 えました。

まず断食 をしましてお祈 りをして神様に助

け を願わな くては， 自分では どうしようも

ない と思いました。 とにか く私の信仰生活

の中であれほ ど熱心 に祈 ったこ とはない と

い うくらい懸命に祈 りました。真剣その も

のでした。 もう， しつこい くらいに祈 りま

し た よ。

天 野 そうですか。私

は神 田姉妹 とは反対に，

ほ とんど苦労がな くて…

す ぐに出ることができま

した。本当に恵 まれてい

た と思います。皆様のお

話を伺っています と恥ず

か しくなるほどです。伝道に出る機会があ

ったことを神様に心か ら感謝 しています。

司 会 伝道に出るにあたっては，いろい

ろな備え方があると思いますが，大切 なの

は どのような状況にあってもまず伝道に出

る とい う決心 をすることでしょうか。天野

姉妹のように恵 まれた環境にいらっしゃる

か らこそ， 自らを試 しの中に置かれる決心

をされたと言 うの も立派なこ とだと思いま

す。

神 ．田 そ うですね。それぞれの場 にあっ

てそれぞれの試 しと備 えがあると思います。

私は， とにか く家族の中で， 自分が良 くな

った と思われ るように，変わ ったというこ

とをわかって もらえるように，どんなこと

に も忍耐 し，気を遣って生活 しました。そ

んなこんなで，半ばあきらめの状態になっ

ていた最後の頃に，両親 もわかって くれて

許可 して くれ ました。あの時の喜びはも う

言葉で言い表わす ことができませ ん。私に

とって一番の試 しであ り備えにな りました。

司 会 なるほど参考になるお話ですね。

ところで学生の時，監督 よ り伝道のチャレ

ンジを受けたクリステンセン兄弟の伝道の

備 えにつ いてもお聞 きしたいですね。

ク リステ ンセ ン 私は監督か ら伝道の話が

あった時から非常に真面 目になりました。

ちょうど大学の試験中だったんですが， よ

く考えて 「じゃあモルモン経 を初めか ら終

わりまで読んだことがないか ら読 もう」 と

いうわけで，試験中に私はモルモン経を全
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部読みました。おかげで試験はそれ までの

中で一番 よくで きた と思います よ。だか ら

私は考えました。 「もしも私が勤勉に教会

のこ とをやるな らほかのこともみんな大丈

夫 ！」 と。その時か ら試験の心配はしない

で，．伝道に出る３月頃まで よく準備 しまし

た。その間にアルバ イ トもしましたし……。

印象に残 る数々の思い出

司 会 では少 し話題 を変 えまして，伝道

中に最 も印象に残ったこ とや うれ しか った

ことなどを紹介していただきま しょっか。

鳥 越 明石で，登校拒否の高校生にレッ

スンをした時のことです。私たち宣教師は

その御両親 と一緒になって共に悩んだ り苦

しんだ りしなが ら改宗へ と導いたんです。

とても大変でしたけ ど，バ プテスマの 日は

一番感激 しました
。 もうひ とつ。５０歳位の

男の方にレッスンをしたんですけど，お酒

もタバコも大好 きとい う状態で，片時 も離

せないんですね。そんな方がやがて悔い改

め をしてバプテスマ を受けました。今では

立派な神権指導者 となっていますので，本

当に うれしいです。

天 野 その喜びは私 もよくわか ります。

最初， まった く耳をかさなかった人が， 回

を重ねるたびに謙遜になって来て，お祈 り

をするようになって変わって行 くんですね。

実際に，最後にバプテスマ会で証 を述べ る

姿を見る時の喜びは，宣教師ならではと思

います。

石 坂 まさにそうですね。非常にた くさ

んの ことが思い出され ます。走馬灯のよう

に脳裏に浮かんで来て。あれ も言いたい，

これ も言いたい と，出て来ますねえ。（笑）

鳥 越 あっ， そうだ！もうひ とつ うれ し

かったこと。（笑）実は私， それまで 自転 車

にまった く乗れなかったんです。３４歳まで

乗れなか ったのが乗れるようになったんで
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す。伝道中の一番の収穫 です。（笑）

ク リステンセン 私に も大 きな収穫があ り

ました よ。 日本語が話せ るようになったこ

と。（笑）高崎市に行った時，私は日本語が

まった くできませんでした。伝道前も，今

のように言語訓練センターがあ りませ んで

したか ら，聖餐会で初めて 日本語で話せ た

時は う．れ しかったですね。．

司 会 クリステンセン兄弟は，今アメリ

カ大使館にお勤めですが，伝道で得た日本

語は今のお仕事 にも大 いに役立っているこ

とで しょうね。

ク リステ ンセ ン そ うですね。やは り日本

語 を知 ったことは，私 にとって良い経験で

す。

神 田 伝道中って，い

ろいろなことがあ ります

ね。私，伝道が終わって

１０年 もたって，実際に人

人を愛す ると言 うことは

どんなことなのか，謙遜

になるには どうしな くて

はいけないとかが言葉だけじゃなくて，体

で理解できたよ うに思います。伝道 に出る

前，聖典 をただの言葉 として受け とめてい

ましたが，毎 日２４時間，ずっと神様 に仕え

る生活 を通 して，聖典に書 いてある言葉が

実践できたとい う確信が持 てました。

クリステンセ ン どの地に行 っても， そこ

で知 り合った入々との私の個人的関係 を思

い出す と一番 うれ しいです。特に 日本に ま

た戻って来てその人々 と会 う機会があって

活発に教会 で頑張 っている姿 を見ると非常

にうれしいですね。

神 田 そ うなんです。私がレッスンをし

て改宗 した ５人の方々はみんな伝道に出ら

れたんです。今では結婚 されて子供 さんも

いたり，活発に責任 を果 たしている姿を見

る と， 自分 自身が啓発され ますね。



天 野 その反対に とっても悲 しいこ とは，

宣教師 として求道者がひ とりもいな くて，

自分 たちだけで聖餐会に出席すること。そ

んな時は本当につ らいです。

増 井 私 も，忘れられないこ とをひとつ。

いわき市でバプテスマ会を開いた時のこと

です。その当時，太平洋岸の海 で バ プ テ

スマをするんですけど，ど うしても日．程の

関係で台風が去 った翌 日に行なわれたんで

す。 ３人の長老たちが防波堤の上で見守る

中で，ひ とりの長老に伴われて求道者の方

が海の中に入ってバプテスマを受けました。

その時，防波堤ぞいに，す ごく高い波がビ

ュッー と走 って来て……。見ていた ３人の

長老 たち も，アッというまにバプテスマを

受 けちゃったんです。（笑）

クリステンセン 私が西宮支部 を開いた時，

同僚の宣教師はカナダからやって来ました。

彼は，私 よ りも伝道経験が少なか ったんで

すけれど も，私 の先輩宣 教師 にな りまし

た。

でも，同僚 は全然， 日本語を話せ ません

で した。ひとつの レッスンもできませんで

した。私 も， １課 と２課の レッスンは良 く

で きまし．たけど，３課からは日本語 が難 しか

ったんです。でも５人の求道者が レッスン

を受け始めて， １課， ２課， ３課 というよ

うにレッスンが進んで行 きました。それか

ら４課に入 りました。求道者はだれもレッ

スンを止め ません。だから，私，大変で し

たよ。（笑）毎週， ひとつずつレッスンを覚

えなければな りませんでした。で も，本当

にいい経験でしたよ。大変で したけど（笑）

石 坂 東北地方でも著名なお坊 さんだっ

たらしい人の話なんです。我々がいろいろ

話 しまして，最後にそのお坊さんが言われ

た言葉。 「ああ， うちにもあなたたちのよ

うな若い人たちが一生懸命，教 えを宣べ伝

えて くれた らどんなに助か るかわか りませ

ん。いいですねえ。おたくの教会は」 と言

われました。なにかこ う胸に残る言葉でし

たね。

鳥 越 いろいろ経験 しましたが， 月日が

たってふ りか えってみた時にそれ らが現実

の生活に役立 っていることを強 く感 じます

ね。（感慨深げに）

天 野 いろいろ試練 もあ りますけど，楽

しい思い出や，祝福 もたくさんあります。

増 井 祝福 と言えば，私は伝道が終わっ

た直後にいただきました。大学へ戻 ろうと

，思いまして学長 に直接かけ合いに行 きまし

た。 ５年 もブ ランクが ありましたけど，断

食 して行 ったんです。 うちの大学は中退す

る時， ２年分の学費を払わない と籍は除か

れ ると言われていたんです。でも学長は「じ

ゃいいよ， また来なさい」 と言って くれて，

これは良かった と思っていましたら，そば

か ら事務総長が校則を見せて 「当大学では

２年以上来ない人は再入学できないという

項 目があ ります。」と学長に耳打ちしている

んです。私は 「あ， もうダメか」 と思った

時，学長が 「ああ，これね，今度変更 しま

しょう」って（笑）。それで助か り大学に戻

れました。

伝道 を通 して得たもの

司 会 話題が尽 きないようですが，今度

は，伝道によって皆さんが自分自身の人生

で得た ものについて聞かせていただきまし

よつか。

鳥 越 私は，伝道に出

る前，いろいろ思い悩む

ことがあ りました。でも

伝道に出てみて，それら

がまった く取 り越し苦労

であったことがわか りま

した。一生懸命，神様の

ことを行 なっていたら何 も心配することは
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ないという証 を得 ました。

クリステ ンセ ン 本当にそうです。私 も伝

道を通して学んだ大切なことは， もし私た

ちが神様の戒めを守ろうと決心す るなら，

また教会指導者の言葉に従 うな ら，すべて

うま くい くとい うことで した。 自分のこと

は心配しないで他の人のために一生懸命や

ってあげれば 自分の生活 も良 くなると思い

ます。自分のこ とばか り心配 している人は

神様のよき助け手，道具 となることはで き

ないとい うことを知 りました。

天 野 私 もそう思 います。神様の娘 とし

て一生懸命仕えて くるなら，ふ さわ しい特

性や徳 を身につけ られる と思います。例え

ば，愛，慈悲，謙遜 とかいろいろあ ります

ね。特に私は，伝道前，人付 き合 いが悪 く

て……。それがだれ とでも仲 よ くなれて，

協調性が身についたのは伝道のお陰 と思っ

ています。

神 田 私は家族の反対 を押 し切 って一方

的にバプテスマ を受けてしまった とい う両

親に対するうしろめたさが どうして もあ り

ました。で も，本当に正 しければいつかは

わか ってもらえるという気持 ちと二通 りの

思いが心の中でいつ も揺れ動いていたんで

すが，伝道が終わった時，本当に自分が信

じた道を進 んで良かったなあって実感 しま

した。そして両親の方 も大 きく変わったん

です。教会に対 して賛成の気持 ちを持つ よ

うになって，偏見がなくな りました。実際，

大きな変化 です。

石 坂 私 も，得たものはた くさんありま

す。 まず証です。それから友人，同胞，求

道者たちが立派な会員になって くれたこと。

まだまだた くさんあ ります。伝道の経験を

した とい うことは，ひ とつの歴史です。自

分の人生の中でぬ ぐい去 ることのできない

記録ですね。福音の基礎 も， 自分のものに

す ることができました。後の人生にあって
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非常にプラスになっています。

増 井 私 の心の中に今で も甘 く響 く言葉

があ ります。それは， 「私の宣教師はあな

たです」 という言葉です。私がバプテスマ

へ と導 いた人々がその言葉を語って くれる

時，何 もに換えがたい喜びに満たされます。

人々 との出会いをほん とうに大切に したい

とい う気持 ちを強 くすることができました。

石 坂 考えてみれば，

人間って無一文になれば

なるほ ど強 くなるんです

ね。伝道に出ると収入は

もちろんないし，伝道以

外や るこ とがないでしょ

う。無欲ですね。人間っ

て変な欲 を出す と弱 くなるんでしょうね。

私にとって伝道 とは．

司 会 宣教師たちの純粋な愛 と奉仕の気

持 ちは，山 をも動かすほどの信仰につなが

っていますから，強いはずですね。では皆

さんに， これか ら伝道に出ようとす．る若 い

方々へ何かア ドバイスがあればひ とこと…。

神 鼠 何 らかの障害で，伝道 をあき．らめ

かけている方へ。努力すれば必ず伝道に出

ることがで きます。その事 を忘れないで下

さい。それか ら， 日本人宣教師 として大切

な役割は， 同じ言葉で福音をわか りやす く

教 える とい うことです。そのためには．福

音の知識を基礎か らしっか り身につけてお

く必要があ ります。証だけでは弱 い場合 も

ありますか ら。

増 井 伝道 というのは， ある面では単調

な務めです。その単調 さに埋没 しないで効

果的な伝道方法を工夫 し，創造的に行な う

とよいと思いますね。

クリステンセン 若い宣教師は，時々，自

分のことばか り考えて 自分の方法で伝道を

や ろうとします。でも伝道部長は，神様か



ら召 された人で．あ り全て

の責任 を負っています。

自分の考えや方法に固執

しないで まず伝道部長 を

心か ら支持 してや ってみ

て下さい。そ うすればそ

の方法が成功への道だと 繍 繍繊 畿 、

わか ります。その上 での創造的伝道なら非

常に素晴 らしい効果があると私 も思います。

天 野 私は， こ．れか ら伝道に出ようとし

ている方々に 「マ タイ２２：３７－４０」 の聖 句

をお贈 りしたいですね。これは伝道の原点

だ と思います。

鳥 越 伝道の経験は本 当の意味で永遠の

結婚の準備 となります。伝道の期間は，後

の人生の土台 とな ります し，人生を豊か な

もの として くれ ます。ぜひ， 出られ ると良

いですね。

石 坂 「今 よりも， もっと成長 したけれ

ば伝道に出なさい」と。必ず成長 します。この

道は真実ですので躊躇 しないで下 さい。俗

的な事柄にまどわされる必要はあ りません。

神様が必ず助けて下さいます。

司 会 どうも貴重なア ドバイスをあ りが

とうございます。 これか ら伝道に出 ようと

する若い人に とって，非常 に力強いア ドバ

イスです。

では，最後に皆さんに とって伝道 とは，

何を意味す るのか，短い言葉でけっこうで

す。教えていただけますか。

増 井 伝道 とは，証の炎 を他の人の胸に

転 じることに尽 きるのではないでしょうか。

クリステンセン イエス ・キ・リス トの僕 と

なって，真面 目に勤勉に生活す るこ とと思

います。

天 野 私 の場合，福音が真実 という証，

幸福の証 をもって生 きることに他 な りませ

ん。

石 坂 伝道は 「奉献」そのものです。

鳥 越 自分の一生の宝 であ り，生命力の

源です。

神 田 生活そのもの と言えます。夫婦，

親子の関係 その ものです。生活，それ自体

が伝道につ ながっていますか ら。

司 会 皆 さんの力強いお言葉に熱気がみ

なぎって きましたが， そろそろ時間 も少な

くなって参 りました。しめ くくりとしてお

聞 きしますが，老後に夫婦 で伝道に出たい

とお思いですか。

全 員 はい， もちろんです ！ソ……（笑）

増 井 最愛の妻 と同僚になって，ぜひ出

たいですね え。（笑 ）

天 野 私の主 人は伝道経験があ りません

ので，ぜひふた りで出たいといつ も話 して

います。

鳥 越 本当に必ず もう一度出たいですね。

神 田 これは私たちに とって，大 きな目

標であ り希望です。

石 坂 しか し，私が６０か７０歳の頃は もう

福千年が来てい るか もしれ ませんが……で

もぜひなしとげたいです。福千年の間でも

伝道できるでしょうから。

クリステ ンセ ン 私 もそう思 っています。

でも皆には内緒です。この中では私が一番

先に出なければならないようですか ら。（笑）

司 会 話はつ きませ んが， 『伝道に捧げ

たわが青春の一ページ』 まさに不滅の輝き

をもって皆さんの胸の中に燃え続けてい く．

ことで しょう。老年になって再び伝道を終え

られた ら，ぜ ひ御夫婦同伴 で座談会を開き

たいものです。 その時にはまた皆さんの御

出席をお願い します。

全 員 はい，喜んで……。

司 会 楽 しい座談会で した。いずれにし

まして も伝 道は私たちの人生にとって大切

な意味を持 っていることが よくわか りまし

た。 きょうはいろ吟ろ貴重なお話，本当に

あ りが とうございました。
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◇私の熱き思い出 ◇

東京第 ５ワー ト部

『建築宣教 師 として捧 げた

１９６８年 ５月２２日（水），午前 ７時４０分，約

１２ｍの高さの生 コン運搬用の昇降機が動 き

始めた。運転操作をするのは土屋長老。現

場の指揮 をとるのはラーセ ン監督。彼の顔

は緊蘇 している。昇降機の上には，建築宣

教師の面々が一輪車 で待 ち受けている。彼

らも同様緊張 している。土屋長老の運転 は

難か しい。 目印 をつけてある ところに昇降

機が昇って くると，彼は素早 くレバーを前

後に動か して運転 を止め るのである。早す

ぎれば生 コンが受け 口に入らない。遅す ぎ

ると外にこぼれて しまう。タイ ミングが重

要なのだ。試運転の時 と違ってや は り緊張

のせいだろ っか， １回 目は見事にオーバー

ラン，失敗だ。すか さず監督の怒声が飛ぶ。

「しっか り見てや りなさい！」２回目の運

転に入る。誰 もがこの間，口を開かず，建

築現場一帯はピー ンと張 りつめている。今

度は彼は早 目に手 を動かす。丁度 よいタイ

ミングで生コンは受け口に落された。『よし

い くそ。』 屋根の上か ら声がかかった。こう

して岡町の教会堂の礼拝堂 とレクリエー シ

ョンホールの屋上の コンクリー ト打ちが開

始され，岡町で最 も長い一 日がスター トし

たのであ る。その 日のために昨夜（５月２１

日）は遅 くまで綿 密な計画と機械の点検が

なされた。 そして今朝は食事 を早々に済 ま

せ外に飛び出す。監督 を囲んで一 日の作業

の無事を祈る。監督がいう。『この屋根はきょ

う一 日で終 わ らせないと失敗す る』全 員が

きょうが最大の難］二事であることを理解する。

『さあ走 ってゆこ う』監督のログセであるこ

５６

福 嶋 克 明

喜 びの 日々』

の言葉で各 自が割 り当ての部署につ く。

前年 の１２月１６日（土 ），渡辺，田中両副伝

道部長，極東の建築責任者のハーデ ィング

御夫妻，現場監督のラーセン兄弟 を迎 えて

３行 なわれた鍬入れ式の 日か ら５カ月が過 ぎ

ていた。 この間のことを当時の私の 日記か

ら２，３拾 ってみ よう。

１９６８・１・１２（金） この冬一番の寒い日。

建築パーティーが開かれた。宣教師はよく

働 く。 中で も尾関長老の勤勉 さが 目につ く。

１９６８・１・２４（水） 宣教師宅の基礎生 コ

ン打ち込み。５６ｍ３。よ く走っている。

１９６８・１ ・２９（月） 朝か らの雨。ア ノラ

ックに身をつつんで仕事 に励む。雨は容赦

な く顔にたたきつける。ラーセン監督は何

度 も事務所 を出たり入った りして落ちつか

ない。雨足がおとろえない様子 をみて，『中

止 しようか』と操 り返す。午 前 中で作業 を

打ち切 る。 （以下はその時の詩）

雨降 る中で宣教師

びっ しょり背中を重 くして 、

唯黙々と動いている

雨降る中で宣教師

右か ら左へ，左か ら右へ

でもその顔が笑っている

雨降る中で宣教 師

教えて くれた唯， ２文字

働 勉”とい う２文字を

雨の 日に限らず，建築宣教師は皆それ ぞ

れの持ち場でよく働いた。ある者は毎 日毎

日鉄筋を曲げる作業 を朝か ら晩まで忍耐強

くや り遂 げ た。その彼に「単調であきない

Ｑ

Ｏ
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Ｏ

ｏ

ｏ か」と聞 くと， 「私 は これが 好 きなんです
よ」と返って きた。皆 んなは素 晴 らしい教

Ｏ 会堂がこの手で完成することを心の中で描
Ｏ いているのだ。だか ら辛 くても不平不満 を

ｏ高灘 諾 ∴ 認藍翠 芸寵
０ クは私 たちの力だけでで きたのではない。

良い仕事 をしたい とい う思いは， ラーセ ンｏ
監督によって教えられた。最初に会った時

Ｏ に監督は私に「私はファーストクラスの仕事

ｏ究鷺 畿磁ム購雛 忌農
０ はならないのが当時の岡町支部の支部長会，
扶助協会を中心とした兄弟姉妹たちの協力
ｏ
である。 多い時には３０名近 くを数 えた建築

０ 宣教師を良 く面倒みて下さった。今でも当時

ｏ 響 饗 難畿』１瀦驚 藩 １『
Ｏ その 日も扶助協会のメンバーは現場に来

０ ている。土屋長老の レバー さば きがスムー
ズに運んでいる。屋根の上では一輪車が と

０ 。か えひ。か姓 。ンを入れてか１ナ回る。

０ 素人の集 りだ。人海戦術 でや るしかないの
ミキ・サー車が列 をな して待機 しているだ。

０ ので，昼の餌 も食べたのかどうか分らな

◎ 喘 ラーセン監督はほとんど屋根の上で
声をか らして指揮 している。時々降 りてき

ｏ ては残 りの生コン量をふたりで計算す る。 １
・Ｏ ｍ３でも鰍 になると支部の負勘 ご版 るの

ｏ 高籍 灘 負ち瓢 １饗 繧
０

０

０

０

０

０

０

０

０

ている。監督の顔に不安が走る。宣教師た

ちの体力ももう限界に近 い。だがや り終 え

なければならないのだ。気力 をふ りしぼっ

て向か う。夜 ９時最後の ミキサー車の生 コ

ンが上げられる。 ４，５人の 宣教師 を除い

て後かたづ け と整備 にかか る。監督 と尾関

長老，五十 嵐長 老等 ５人が仕上げの作業

で屋上に残る。彼 らが入念に小手仕上げし

て下に降 りたのは深夜の ２時。朝起 きてか

ら２０時間が 経 って いた。 ほぼ丸一 日かか

ったわ けで ある。最後 の「お疲 れさん」の

声 も出ない くらい疲れ切 った我々はベ ッド

に身体 を横 たえるやいなや，深い眠 りに落

ちた。 この 日皆んなは どんな夢を見たこと

だろうか。

鍬 入れ式 か ら１年。献堂式で『この家父

なる神 に捧 ぐ』を歌った時に，一入一 人の

胸には熱い思いが こみ上げて きた。涙でか

す む讃美歌 を見なが ら，『やったなあ．／や

ったんだ ！ この手で，足で，心で，そ し

て信仰 で』と心の中で叫んだ。

１９７８年秋に．教会堂完成１０周年 の集いが岡

町 ワー ド部で計画 された。私 も故郷に帰 る

思いで喜んで参加 させていただいた。懐か

しい兄弟姉妹の顔がある。 しか し当時，熱

心に働 いた同僚たちの中で今教会に来てい

ない入 もいることを聞いて淋 しか った。そ

の時，私 は小松長 老（当時伝道部長 ）が私

に話．して くれたこ とを思い出した。小松長

老は私に「福嶋兄弟， もし建 築宣教 師を終

えて，信仰の弱 くなる時があったら，その

時はいつでも，あなたが建てた教会堂に帰っ

てきなさい。献堂された教会堂は少なくとも

２，３０年はそこに建っています。あなたがそこ

に戻る と自分が情熱 を傾け汗 を流 して打 ち

込んだ当時の熱い思いが よみがえって来て

必ずあなたを励 まして勇気づけてくれますｄ

１３年経 った今 も当時の事 をふ りかえる

と，一つ一つがあざやかによみがえって く

る。そしてあの同 じ仲間とまた一緒に働い

てみたい気持 ちにか られる。１９６９年に 日本

を離れたラーセ ン監督 とは１９７６年 ４月にソ

ル トレー ク・シティーで偶然会 うことができ

た。私はワー ド部の監督 として，彼はハ ワ

イのス テー キ部長 として大 会に来ていた

のであ った。 建築 とラー セ ン監督から私

た ちが 学ん だ ものは『何事に もひたむ きに

取 り組む』とい う姿 勢で あった。建築宣教

師は自分 たちの力で建てた教会堂をこよな

く愛 している。なぜ ならそこが私たちにと
メツカ

っての信仰の源だか らである。

５７
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豊 田 ふ さ え

ので きないほ どの平安 と喜 びです。確かに

主は生 きていらっしゃって私たちの祈 る姿

を見，その祈 りに答えて下さることを証 し

ます。

私は家族に感謝 しています。伝道に出る

ことに対 して当初ひど く反対 していた父に

私は毎週，伝道地で得た経験や証 を正直 に

書 き送 りました。そのうちに父の気持 ちが

信 じられないほどに変わ り，私の伝道 を心

か ら助けて くれるようになったのです。親

元 を離れて，今 まで思い も及ばなかったほ

どの両親の愛 を知 り，私は両親を心から愛

す ること，尊敬す ることを学びました。

また， 同僚 の姉妹 たちに感謝 しています。

伝道 を終 える時，愛する同僚 との別れが一

番辛 いこ とで した。私の同僚 は日本 人より

も外人の姉妹がほ とん どでした。彼女たち

と一緒に生活 していて心 を打 たれたことが

数々あ ります。慣れない 日本 での生活に，

一生懸命な じもうとする姿勢
， また日本 人

のようになって福音 を伝 えようとす る努力，

その 日本人に対す る愛 と献身と犠牲の精神

を感 じ，何の努 力もしていない自分が恥ず

か しくさえ思 えました。彼女たちを心か ら

愛 し，尊敬 しています。

私は帰還後，彼女たちか らの上達した 日

本語の手紙 をいただ くことが唯一の楽 しみ

となっています。彼女たちの成長 した姿や，

伝道 で成功 した姿 をその中で見つける時，

本当にうれし くな り，神様や伝道部長，彼

女たちの同僚への感謝の気持 ちでいっぱい

にな ります。彼女たちの成功は私の喜びで

す。彼女 たちすべてが， みたまの助けに よ

って １年半の伝道 を無事終え，故国のア メ

リカやカナダに帰って行 く時，その時こそ

が私の大 いなる喜びでもあると思っていま

す。

最後に，いつ も宣教師一人一人の 自由意

志 を重ん じ，深い愛 をもって正 しく導いて

下 さった坂井伝道部長， また奥様に心から

感謝 しています。

み ちの くの路，東北での伝道生活は遠 く

な りつつある毎 日ですが，あの美しい自然，

厳 しい冬の生活 を通 して培われた東北の人

人の素朴な，根強い純粋 な信仰を，私ほ決

して忘れ ることはできません。

あの美 しい大地で生活 したことを恥 じな

いよう今一度， 自らの心身をふさわしく整

え，清い者にな りたい と思っています。そ

していつの 日か もう一度，東北の地に足を

踏み入れたいと願 っている毎 日です。

確かに救 いを得 られる道は イエス ・キ リ

ス トのみ名以外にないこ とを証 します。神

様が生 きていらっしゃることを証 し，イエ

ス ・キ リス トのみ名によって申し上げまし

た。アーメン。
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、執 』１

馳 ・甥 麟 羅

挺 幡 …織 鋤ｌｌ懸｛
東京・恵比寿ワード部 松 下 承 子

私 が神様 と出会・たのは１９５８年の ２月の
ある日のことでした。宣教師の伝道に

よってもたらされたものです。以来，扶助協会

などの集会に出席 してい くうちに末 日聖徒

の家庭の抱 くべ き目標や夢 を少 しずつ理解

するようになっていきました。

わが松下家の歴史は１９６０年１１月 ３日に始

まります。結婚 と同時に私は家庭のあり方

についてあれこれ と夢を抱 き始めました。

１）子供たちは幼稚 園には入れないで育てて

みよう。２）テレビはできるだけ買わないよ

うに しよ う。３）教会が子供たちに与 えて く

れる祝福 を，両親の都合に よって奪 うこ と

のないようにしよう。４）マスコミに振 り回

されることのないようにしよう，など。

これらのモッ トー を実行 に移 しながら，

家族の一人一人が大 きく成長するの を楽 し

みにしてきました。

１９６５年 ８月の最初のハワイ神殿訪問計画

には私たち夫婦 はふたりの子供 と共に参加 さ

せていただきました。 当時，私 たちの所属

する札幌支部は教会堂 を建築中で，その間

の約 ２年は，時間的にも経済的にも試練の

多い日々でした。 しか しハ ワイ神殿に参入

することによって証が強め られ，私たちは

その厳 しい時期 を乗 り切 るこ とが で きま

した。建築時の生活といえば，朝 ７時半に

は家を出，建築現場へ行 き，まだ幼 ないわ

が子に食事 をさせ，その後に建築宣教師の

ために昼食の準備や洗濯などをする とい う

毎 日でした。その ような状況にあっても，

家庭訪問は欠か さず実行 しました。週 日の

すべての集会 も開 くように努力しました。

毎 日よ く計画せずに事 を始める と，生活の

リズムが狂 って何 もか もが滅茶苦茶になっ

て しまい ます。家庭訪問の場合は，訪問先

のお宅は遠 く離れ， しか もあちこちに散在

していたため，一 日に一軒訪問するのがや

っとという状態で した。今 ，あの頃の生活

をふ りかえるたびに，時間 をもっともっ と

有効に使わな くては とい うことを教 えられ

ます。

時は過 ぎ，家族 も増えて娘 ４人に恵まれ

ました。わが家では，どんな時でも「家庭の

夕べ」は必ず行な うことによって，敬慶 さと

信仰 を培 うようにしています。結婚当初に

抱いた夢はその ように して，だんだん とふ

くらませてまい りました。

１９６７年北海道をあ とに上京 してか らはま

す ます その夢は大 き くな りました。私や主

人，そして子供 たちは教会でそれぞれ責任

をいただ き，集会にはそれぞれ別れて出席

することも度々で したが， 夢については挫

折す ることな く， いつ も持ち続けてきまし

た。

２， ３年前か ら，夢は現実的な歩み を始

めました。それは， ４人の娘たちが教会の

中に同 じ年代の仲間たちが 欲しいと考 えた
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に苦 しい時にあっても

歌 うことは忘れません

でした。私たちもその

ような気持 ちで，家族

が一致 して事 を行なう

時， どんな苦 しみにも

負けない不屈の精神 と，

信仰が築 かれていくこ

とを証 します。

現在，６０曲ほどのオ

末，自作 自演の ミュー ジかルショーを思い

たったこ とか らです。 ショーは １回だけに

留まらず， ２回， ３回と．続け られていきま

した。そ うするうちにその内容 も充実 して

い きました。や が てそ れ は会員の活発化

につ なが り， しか も改宗者 を得 るという良

い結果を生みました。青少年 の心の中に神

様の強い証 を得 させ るお手伝 いができたこ

とを，家族共々喜 びました。私たちはこの

伝道方法 をさらに家族 ぐるみで続けてみた

い と思 うようにな りました。そして家族 は

娘の作る歌や物語や ダンスを通 して，信仰

とは，証 とは，モルモン とは， と問いかけ

てきました。

．昨年，郷里の北海道に帰った時には，道

内 ８カ所 と，東北各地で公演 しました。ま

た前橋や高崎，名古屋などに も招かれて公

演す ることがで き，各地か ら 「ミュージカ

ルを見て改宗しました」「教会に活発に集 う

よ うにな りました。」「私 たちも始めてみま

した」 とい うお手紙 をいただきました。 こ

のようなお手紙は家族 にとって何よ りの喜

びです。感謝の思 いで胸が一杯にな ります。

モルモンの家庭が求めている，また神様

が私たちに望んでいる信仰は，厳 しい中に

も，喜びや楽 しさ，温か さが十分味 わえる

ものでなければ と感 じています。その良い

見本 を，私は教会初期の開拓者の生活に見

ることができると思います。彼 らはどんな

リジナルの中か ら構成 された出し物で，今

年 も桐生を皮切 りに甲信越地方の巡演を計

画 しています。

私 たちは恵まれて， この世 の最高の場所

神殿で，神聖な業に奉仕 させ ていただき，

夢のような毎 日を送 っています。東京神殿

には，奉仕のために，ハ ワイや ソル トレー

ク ・シティーか らはるばる来て下さってい

る宣教．師の方がい らっしゃい．ます。この方

々は可愛いお孫 さんを残 し，大切なお仕事

を後 回しにして奉仕 して下 さっています。

その献身的な姿 を見る時，感謝の気持ちで

胸のつ まる思いが します。

日本に伝道が開始 されて８０年，その内の

２０年の歳月を過 ごしたわが家の歴史の一頁を

紹介 させていただ きましたが，イエス ・キ

リス トの福音の喜びと証 を限られた誌面の

中か ら感 じ取 っていただけた ら幸いです。

大管長会 をは じめ， ワー ド部，支部，伝道

所での多 くの人々の働 きに心か ら感謝 申し

上げます。神様はいついかなる時でも，私

たちを愛 しお導き下 さることを証致 します。

「新 しい歌 を主にむかって うたえ
。……

主にむかって歌い，そのみ名 をほめよ。……

主はもろもろの天をつ くられた。誉 と，威

厳 とはそのみ前にあ り， 力とうるわ しさと

はその聖所にある。」（詩篇９６篇）

（上の詩は，松下家の長女みはと姉妹のオリジナル

曲の歌詞です。）

６１



☆私の証☆

青春の喜び

白子支部

除 村 秀 輝

顎
メ

’

伝
道

に
出

ら
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る
祝
．福

鋭

」

６２

」 ＿ ｉヨ 馳 翻 ｈ 芒

轍 麟麟 汚

私 はこの ４月に２４歳になりました・
同級生の間では，結婚話 も聞かれる

きょうこの頃ですが，私はこれから２年

間，伝道に出るこ とに しました。私は，

この日を本当に長 い間，待っていたの

です。

伝道を決心 したのは昨年の ７月のこ

とでした。それまで勤めていた会社 を

８月に辞めて，す ぐ伝道資金作 りのた

めにアルバイ トを始めました。そ して

９カ月間勤め，ほぼ 目標に近 い金額 を

貯 えて， この喜びの 日を迎えるこ とが

できました。 しか し， このことは，決

して私ひ とりの力でできた ものではあ

りません。私 自身のために毎 日面接の

時間 を取って下さった相良伝道部長 を

はじめ，いろいろ便宜 を計って下 さっ

た相良姉妹，地方部の方々，そ して励

ましや助 けを与えて下 さった支部の兄

弟姉妹，こうした大勢の人々がいれば

こそ，伝道に出られるのです。そして

これか らも両親の助 けな しには決 して

伝道は成功 しない と思います。私 をい

つ も励 まし導いて下 さった兄弟姉妹，

それに両親に心か ら感謝 したい と思い

ます。本当にあ りがとうございました。

私が伝道で祝福 を受け る時，彼らも必

ず素晴 らしい祝福 を受けることで しょ

う。

私は高校 ２年生の時に教会を知 りま

した。友 人と一緒に宣教師に出会った



のが きっかけです。そ して初めてのレ

ッスンを受けた後，私は友人 と， モル

モン経を買いました。 しか し，彼は教

会に興味を示 さな くな りました。モル

モン経 を，その後ず っと本棚 に立てた

ままで，一度 も開 くことはあ りません

で した。そんな彼 を見て も何 も言 えな

かった自分の態度が，今思 えば悔やま

れてな りません。

幼稚園時代からずっ と一緒だったそ

の友。彼は北海道のある大学へ進み，

そこで応援 団員 となり，卒業 して も家

へは帰らず，やが て，や くざ者の世界

に入ってい きました。 たまに家へ帰っ

て も，彼の姿 を見て避ける人が少な く

なかったそうです。彼は私 と会 う．こと

もな くまた北海道へ戻って行 きました。

彼は 自分の生活を今 さら後悔 してみて

もどうにもならないようです。で も彼

には 自分が進んで行こ うとしている道

がどっいっものか よくわかっていたと

思 います。私は周囲の人々が彼 をどう

．す るこ ともできないよ うにさせたので

はないか と思います。

今，彼は家 を勘当され，北海道の ど

こかにい ます。だれかが彼をいつ も良

い方向へ と導いていたなら， また励ま

していたなら， も？と早 く彼は 自分の

立場 に気づいたか もしれ ません。私た

ち一 人一人が周囲に与 える影響 は，本

当に計 り知れ ないものがあると思いま

蓑 ”

低 １ 芒ρ 舞 ｒ 、

す。

イエス様 は，「あなたがたは世の光であ

る。……あなたが たの光 を人々の前に

輝か し入々があなたがたの良い行ない

を見て天にいます，あなたがたの父 を

あがめ るように しなさい 」と言われ ま

した。私は勇気をもって， 彼に義 しい

ものを選ばせ る機会 を必ず作ってあげ

たい と思っています。今，力強い模範

が必要です。

父に 「伝道か ら戻ってからが大切 だ

な」 と言われ ました。仕事 を見つけ，

結婚 をし， そして家族 を神様の もとに

永遠 に導 く責任が私 にあ ります。いっ

も義 しい灯台の光 を放つならば，けっ

してひとりも道を迷 うことはないで し

ょう。 ２年間の伝道経験は必ず私の人

生に明るい光 をともし，強いものにし

て くれるでしょう。家族を永遠に導 く

光は，決 して変わることが あってはな

らないし， またいつ も闇の中を明る く

照 らす ものでなければならない と思 っ

て います。

“努力” という２文字の光を絶や さ

ず，全身全霊 を傾けてがんば りたいと

思います。

神様が確かに生 きておられ，私たち

を愛 し導いて下 さっていますことをイ

エス ・キ・リス トのみ名によって証 しま

す。アー メン。（なお，除村兄弟は現在 ．

日本神戸伝道部にて伝道 中です ）

６３
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ム幽晦膨
巴 く０ 札 幌 ステ ー キ 部〉 札 幌第 ２ｗ， 札 幌第 ４ｗ，

、・ 札 幌 第 ５Ｗ ，旭 川 Ｗ， 旭 川 西 Ｗ， 永 山 Ｂ，豊 岡 Ｂ，

…≡１ 滝川 Ｂ， 岩 見 沢 Ｂ， 士 別 Ｂ， 白石 Ｂ， 美 香保 Ｂ
〈② 札 幌西 ステ ー キ 部〉 札 幌 第 ｌＷ ，札 幌 第 ３Ｗ ，

②０

＝ 〈③ 仙 台 ス テ ー キ部 〉 仙 台 第 ｌＷ， 仙 台 第 ２Ｗ ，

騨 山形 Ｗ ，福 島 Ｗ， 泉 Ｗ， 会 津 若 松 Ｂ，石 巻 Ｂ， 郡

≡昌１ 山 Ｂ，鶴 岡 Ｂ， いわ き Ｂ， 古 川 Ｂ，塩 釜 Ｂ

〈④ 高 崎 ス テ ー キ部 〉 高 崎 Ｗ， 高崎 東 Ｗ， 前 橋 Ｗ，

＝ 桐 生 Ｗ， 岡谷 Ｂ， 長野 Ｂ， 松本 Ｂ， 小 山 Ｂ， 宇都

宮 Ｂ，熊 谷 Ｂ
≡部 〈⑤ 東 京 東 ス テー キ部 〉 東 京 第 ５Ｗ， 東 京 第 ７Ｗ，

浦 和 Ｗ， 千 葉 Ｗ， 船橋 Ｂ， 鎌 ヶ谷 Ｂ， 越 ヶ谷 Ｂ，

③

④愚

⑬⑫

魂 ⑳

０

〈⑦ 東 京 ステ ーキ 部〉 東 京 第 ３Ｗ， 東 京第 ６Ｗ，

杉 並 Ｗ， 府 中 Ｗ， 国立 Ｗ， 八 王 子第 ｌＷ， 八 王子

昌 第 ２Ｗ， 甲府 Ｗ ，下 北 沢 合， 調 布 Ｂ， 田無 Ｂ，杉

並 第 ２ Ｂ， 富 士 吉 田 Ｂ， 甲府 第 ２Ｂ

．…‘ 〈⑧ 東 京 南 ス テー キ部 〉 東京 第 ｌＷ， 東 京第 ４Ｗ，

南 Ｗ， 渋 谷 Ｗ ， 恵 比 寿 Ｗ， 蒲 田 Ｂ， お茶 の 水 Ｂ，

大 井 Ｂ

〈⑨ 町 田 ス テ ー キ部 〉 町 田 第 ＩＷ， 町 田 第 ２Ｗ，

「

〈⑫ 名 古 屋 ス テ ー キ部 〉 名 古 屋 第 ４Ｗ， 名 東 Ｗ，

岡崎 Ｗ ，豊 橋 Ｗ， 野 並 Ｂ，豊 田 Ｂ， 春 日井 Ｂ， 刈

谷 Ｂ， 西 尾 Ｂ， 安 城 Ｂ， 瀬 戸 Ｂ， 猪 高 Ｂ

〈⑬ 名 古 屋 西 ス テ ー キ部 〉 名 西 第 ｌＷ ，名 古 屋 第

＝ 〈⑭ 大 阪 ス テ ー キ部 〉 大 阪 第 ｉｗ， 大 阪 第 ２Ｗ，
Ｆ・ 大 阪 第 ３Ｗ，堺第 ｌＷ，堺 第 ２Ｗ，枚 方 Ｗ ，奈 良 Ｗ，

三≡１ 羽 曳 野 Ｂ， 大和 高 田 Ｂ， 和歌 山 Ｂ， 堺 第 ３ Ｂ， 八

⑱

⑰
昌 〈⑲ 大 阪北 ステ ー キ 部〉 岡町 第 ｌＷ， 岡町 第 ２Ｗ，

茨 木 Ｗ ， 高槻 Ｗ， 池 田 Ｗ ， 京都 Ｗ， 京 都 第 ２ Ｂ，

≡部 宇 治 Ｂ， 大津 Ｂ

〈⑮ 神 戸 ステ ー キ部 〉 神戸 Ｗ， 姫 路 Ｗ ，尼 崎 Ｗ，

⑲

■
■

〈⑰ 高松 ステ ー キ 部〉 高松 Ｗ， 松 山 Ｗ ， 高知 Ｗ，

徳 島 Ｗ， 丸 亀 Ｂ， 鳴 門 Ｂ， 新 居浜 Ｂ， 宇 和 島 Ｂ，

今 治 Ｂ

〈⑱ 広 島 ス テ ー キ部 〉 広 島 高須 Ｗ，広 島光 Ｗ， 五

３ 〈⑲ 福 岡 ステ ー キ部 〉 福 岡 Ｗ ，藤 崎 Ｗ，井 尻 Ｗ ，北

壼 ・ 九州 Ｗ，熊本 Ｗ ，八幡 Ｂ，香 椎 Ｂ，二 日市 Ｂ，飯 塚 Ｂ，

、部 ．久 留米 Ｂ，大 牟 田 Ｂ，佐 賀 Ｂ，唐 津 Ｂ，長 崎 Ｂ，佐 世

保 Ｂ，清 水 Ｂ，大分 Ｂ，熊 本 西 Ｂ，八代 Ｂ，諫早 Ｂ



／ム綴錫准腐必 １９８１年 ９月 １日現 在 ：

（Ｗはワー ド部， Ｂは支部 を示 す）

小 樽 Ｗ ， 室 蘭 Ｗ ，新 琴 似 Ｂ，手 稲 Ｂ， 恵 庭 Ｂ，苫

小 牧 Ｂ， 大 通 り Ｂ， 小 樽 東 Ｂ， 西 野 Ｂ

〈釧 路 地 方 部 〉 釧 路 Ｂ，釧 路 千 歳 Ｂ， 帯広 Ｂ， 北

見 Ｂ， 網 走 Ｂ， 釧 路千 歳 第 ２ Ｂ

〈函館 地 方 部 〉 函 館 Ｂ，函 館 松 川 Ｂ

〈札 幌伝 道 部 伝道 所 〉 稚 内 Ｂ， 江別 ， 登 別， 根 室

北 西 ， 釧 路東 ， 帯 広 ， 昭和 ，名 寄 ， 滝川 第 １，苫

小 牧 ， 室 蘭， 西 根

〈盛 岡 地 方部 〉 盛 岡 Ｂ， 八 戸 Ｂ，青 森 Ｂ， 弘 前 Ｂ， 宮古 ，

秋 田 Ｂ， 北 上 Ｂ

〈仙 台伝 道 部 伝 道 所 〉 大 館 Ｂ， 一 関 Ｂ， 十 和 田 ，

原 町 Ｂ， 米 沢 ， 酒 田 Ｂ

水 戸 Ｂ， 勝 田 Ｂ， 日立 Ｂ， 土浦 Ｂ， 上 野 Ｂ， 北 千

住 Ｂ， 川 口 Ｂ， 小 岩 Ｂ

〈⑥ 東 京 北 ス テ ー キ部 〉 東 京 第 ２Ｗ ，東 京 第 ８Ｗ ，

川 越 Ｗ ， ひ ば りヶ丘 Ｗ， 志木 Ｂ， 所 沢 Ｂ，板 橋 Ｂ，

東 京 北 Ｂ

〈新 潟 地 方 部 〉 新 潟 Ｂ，新 潟 第 ２ Ｂ，三 条 Ｂ，長

岡 Ｂ

〈東京 北 伝 道 部伝 道 所 〉 足利 ， 大 宮 ．上 福 岡， 高

田馬場 ， 巣鴨 ， 大 泉 学 園 ， 足 立 ， 文京 区

町 田第 ３Ｗ ， 大和 Ｗ， 藤 沢 Ｗ， 小 田原 Ｗ，厚 木 Ｂ，

平 塚 Ｂ， 藤 沢第 ２ Ｂ， 大 和 第 ２ Ｂ， 茅 ヶ崎 Ｂ，

〈⑭ 横 浜 ステ ー キ部〉 横 浜第 ｌＷ， 横 浜 第 ２凶，

杉 田 Ｗ， 大 船 Ｗ， 川 崎 Ｗ， 横浜 駅 Ｂ， 上 大 岡 Ｂ，

日吉 Ｂ， 武蔵 小 杉 Ｂ， 向 ヶ丘遊 園 Ｂ， 戸 塚 Ｂ， 関

内 Ｂ，横 須 賀 Ｂ

〈０ 静 岡 ス テ ー キ部 〉 静 岡 ｗ， 清 水 ｗ ，浜 松 ｗ，

富 士 Ｗ， 沼津 Ｂ， 焼 津 Ｂ， 磐 田 Ｂ

〈東 京 南伝 道 部 伝 道所 〉 大 井 町 Ｂ， 代 々 木 第 ｌＢ，

代 々木 第 ２Ｂ，広 尾 Ｂ，目黒 ８，五 反 田 Ｂ，立 川 Ｂ，

吉祥 寺 Ｂ，．千 歳 烏 山 Ｂ， 明 大 前 Ｂ， 自由 ヶ丘 Ｂ，
三 軒 茶 屋 ， 千歳 船 橋 ， 二 子 玉川 ，成 城 ， 学芸 大 学，

仙 川 ， 小 金 井 ， 阿佐 ヶ谷 ，聖 蹟 ，豊 田 ， 市 ヶ谷 ，

四 ツ谷 ， 吉祥 寺 南， 荻 窪 ， 静 岡， 浜 松 ， 富士 宮 ，

島 田， 伊 東 ，吉 原 ， 三 鷹 ， 渋谷 ， 大 森 ，飯 田橋 ，

下 高 井 戸 ， 原宿 ， 八 王 子 ， 甲府 ， 西 荻 窪

２Ｗ ，名 古屋 第 ３Ｗ， 岐 阜 Ｗ， 大 垣 Ｂ， 高 山 Ｂ，

長 良 Ｂ， 一 宮 Ｂ， 犬 山 Ｂ，名 西 Ｂ， 中村 Ｂ

〈三 重 地 方 部 〉 四 日市 Ｂ， 白子 Ｂ，桑 名 Ｂ， 津 Ｂ，

松 阪 Ｂ， 伊 勢 Ｂ

〈北 陸 地 方 部 〉 金 沢第 ｌＢ， 金 沢第 ２ Ｂ，金 沢 第

３ Ｂ， 福 井 Ｂ， 小松 Ｂ， 富 山 Ｂ， 高 岡 Ｂ，

〈名 古 屋 伝 道 部伝 道 所 〉 金 沢 南 ，尾 張旭 ， 鵜 沼，

藤 ヶ丘 ， 金 山， 大 曽根 ，猪 高， 岩 倉 ， 岩 田， 中 川

幡 Ｂ， 大 阪 西 Ｂ， 金 剛 Ｂ

〈大阪 伝 道 部伝 道 所〉 大 和 郡 山 Ｂ，御 坊 Ｂ， 岸和

田 Ｂ， 和 泉 府 中 Ｂ，泉 南 Ｂ， 田辺 Ｂ， 東 大 阪 ， 忠

岡 ，北 野 田，福 島

西 宮 Ｗ ， 明石 Ｗ， 加 古 川 Ｗ ，福 崎 Ｂ， 鈴 蘭 台 Ｂ，

相 生 Ｂ， 三 木 Ｂ， 西 脇 Ｂ， 東灘 Ｂ， 三 宮 Ｂ，灘 Ｂ

〈福 知 山地 方 部 〉 福 知 山 Ｂ， 彦 根 Ｂ， 豊 岡 Ｂ， 洲

本 Ｂ

〈神 戸伝 道 部 伝 道 所〉 吹 田， 山科 ，．御 影， 須 磨 ，

伊丹 ， 岡本 ， 芦 屋 ， 元 町， 三 宮 ，尼 崎 ， 烏 山 ，堀

川 ，京 都 西 ， 三 条 ，京 都 駅 ， 舞鶴 深 草 ， 西院 ，

大 宮

日市 Ｗ ，徳 山 Ｗ， 広 島 安 古市 Ｂ， 福 山 Ｂ， 岩 国 Ｂ，

柳 井 Ｂ， 呉 Ｂ

〈岡 山地 方 部〉 岡 山 Ｂ， 岡 山西 Ｂ，倉 敷 Ｂ， 津

山 Ｂ， 鳥取 Ｂ， 米 子 Ｂ，松 江 Ｂ

〈山 口地 方 部 〉 山 ロ Ｂ， 宇 部 Ｂ， 下 関 Ｂ， 防 府 Ｂ

〈岡 山伝 道 部 伝 道所 〉 倉 吉， 出雲 ， 笠 岡 ，尾 道 ，

小 野 田， 川 之 江 ，西 条 ， 阿 南， 伊 予 三 島

〈⑳ 沖 縄 ス テー キ部〉 那 覇 第 ｌＷ， 那 覇 第 ２Ｗ，

首 里 Ｗ， 普 天 間 Ｗ， 小 禄 Ｗ，名 護 Ｂ， 具 志 川 Ｂ，

浦 添 Ｂ， 沖縄 Ｂ， 与 那 原 Ｂ

〈鹿 児 島 地 方 部 〉 鹿 児島 Ｂ， 宮 崎 Ｂ， 名 瀬 Ｂ，都

城 Ｂ，鴨 池 Ｂ，延 岡 Ｂ

〈福 岡伝 道 部 伝 道所 〉 日 向 日南 ， コザ ，川 内，

谷 山 ，石 垣 ， 八 代 ，行 橋 ， 上 大 利 ，南 宮 崎 ，北 宮

崎 ， 宮古 ， 国分 ， 北佐 世 保 ， 志 免 町，本 部 ，下 大 利
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礪

６

すなっぷ◎教会堂
私たちの信仰 を育んで くれ る主の家，教会堂。現在，それは全国各地３０数カ所に

建てれらています。その麗 しい建物のい くつか を写真で追ってみましょう。
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日本 町 田 ス テー キ 部 セ ン ター
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編集後記

噸素 晴 ら しい “収穫 の秋 ”を迎 え た 。この 季 節 か また， 芸 術 の ・，読書 の

な と と も形容 され るの は， 人の 心 を誘 う独 得 の趣 きか あ るか ら て あ ろ う。

蝿黄 金 の 波 ゆ ら く田園 の 風景 。 これ は 何 に もか えか たい喜 ひ の絵 ては な い た ろ

うか 。伝 道８０周年 を迎 えた 日本 の教 会 の 姿 は まさ に それ に 象徴 され る よ った。

噸今 回 の 記 念特 集 号 の 企 画 に際 して は ， 全体 的 に そ んな イ メー ン を崩 さな い よ

う， 配 慮 したつ も りて あ る 。 内容 に お いて は また ま た迫 力 に 欠 け る面 もあ るか ，

皆 さん に 少 して も喜 ん て い た た けれ ば 幸 い て あ る 。

噸最：後 に ， 本誌 作 成 の ため に， い ろ い ろ協 力 して下 さ っ た関 係 者一 人一 人 に心

よ り感 謝 申 し上 け た い。 （Ｎ．Ｓ記 ）
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